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第43回北陸医学会総会
日 時 二 平成元年 9月 3 日 く別 9時30分
場 所 二 金 沢 医 科 大 学
シ ン ポ ジ ウム r老人 性疾患の 治療 と進歩J
司会 関本 博く金沢医科大学老年病糾
1 ． 老年者の 化学療法 に つ い て
座長 こ 大谷信夫く金沢医科大学呼吸器内科
稲松孝思く東京都老人医療セ ン タ ー 感染症糾
2 ． 老年者 の 骨 ， 関節疾患に つ い て
座長 二 束田紀彦く金沢医科大学整形外科
岡田正 人く金沢医科大学整形外科ナ
3 ． 老 年者の 尿失禁に つ い て
座長 こ 津川龍三 く金 沢医科大学 泌尿 器科
勝見哲郎く国立金沢病院泌尿器科
4 ． 老年者の視力障害 に つ い て
座長こ 佐 々木 一 之 く金沢医科大学眼科I
中泉裕子 く金沢医科大学眼科
5． 老年者の 皮膚疾患 に つ い て
座長 こ 石 崎 宏く金沢医科大学皮膚科
小林博人 く金沢医科大学皮膚科1
6． 高齢化 の 地域医療 にらい て




A ． 日 本整形 外科学会教育研修会
r上腕 骨外上顆 炎の 病態と 治療J




1． 中指基節骨 に 発生 し た Gia ntCell Re a ctio nの 1
例
0 玉 野 健 一 ， 仲井 間憲成
， 兼松義二
西 岡 孝く黒部市民病院整外1
2． 上 腕部尺骨神経炎と 思 わ れ た 1例
0 宮崎憲太郎 ， 樋 口 雅章 ， 岩井義信




3 ． 肘関節小 外傷に お ける造影 所見 に つ い て




4 ． Spin a v e nto s aの 1例
0 安元 定幸 ， 藤井正則 ， 西 島雄 一 郎
く金医大整外ユ
5 ． 大腿 四頭筋腱断裂の 1 治験例
0 小林尚史， 上 野達弥 ， 鏑木護郎
く松任石ノl伸央病院室外1
6 － Osgo od－Schlatte r病 に 対す る種 々 の 治療法の 比
較検討
0 森 田祐司 ， 森田多哉， 山田 均
く社保高岡病院整外う
市村和徳く富山医薬大整外1
神代靖久く神代 ク リ ニ ッ ク1







8 ． 膝関節複合靭帯損傷の 治療経験
0 相木 一 秀 ， 澤田米造 ， 金粕浩 一
河村公二 く横浜栄共済病院整外I
野地雷希夫く同 理学診療科I
9 ． 高齢者 の 大腿 骨転子部骨折治療に つ い て
－ エ ン ダ ー 法 に よ る13年間を振 り返 っ て －





1 0． 大腿 骨転子 下骨折の 治療 に つ い て





森 紀書 ， 河合克弘く根上総合病院整鮒
11． 人 工 股関節置換術くHar ris T ．H．R．1 の 経験
0 五 之 治行雄 ， 松本忠美， 仲 克己
く金 大 整外I
12． Scr e whole 付き so cket を用 い た人 工 股 関節置換
術 の 経験




神谷 敬 一 郎 く福医大整外ナ
13． 弾発現 象 を呈 した長母址屈筋魔 の 1 例
0 篠川 禎久 ， 本田敬宜
， 橋本 二 美男
下崎英 二 ， 富田勝郎く金大整鮒








0 安念 憬 ， 吉村光生 ， 細川正 人
神谷敬 一 郎 ， 井村慎 一 く福医大整州
16． Baciu 法 に よ る足 関節固定術 の 1例
0 高田裕恭 ， 岡田 正 人 ， 西島雄 一 郎
く金医大整外ナ
17． A Ointe rn al Fix ator を用 い て の 脊椎圧 迫骨折の
治療経験
0 奥野 眞樹 ， 佐 々 木雅仁 ， 西 島雄 一 郎
梶谷祐三 く金医大整外ン
18． 頚椎黄色軌帯石灰沈着症の 1例
0大成永人 ， 北野書行 ， 片山 元
柳瀬茂樹 く市立砺波総合病院整外ン
19． レ ツ タ リ ン グ ハ ウゼ ン氏病 に 伴 っ た脊髄腫瘍の 2
例
0 前沢靖久 ， 山田 浩 ， 島 巌
国下正英 ， 竹内尚人 ， 土 田敏典
く石川県立中央病院整外ン
20． Dia ste m ato myelia の 1例
0 松井貴至 ， 高橋啓介 ， 馬場久敏
富田勝郎 く金大整外1
第3会場 眼 科 分 科 会
一 般演題
座長 中泉裕子助教授
1 ． 過去3年間の 外隈部感染症検出菌 の検討
0武 田 秀利 ， 山村敏明 ， 村野 秀和
く金沢医大1
2 ． フ ロ モ キ セ フ ナ ト リウ ム の 眼内ク リ ア ラ ン ス
0山下陽子 ， 望月清文 ， 島崎 真人
小松雅樹く金沢大学1
松 田繁雄 く塩野義製薬1
3 ． 長期経過 を みた視神経乳頭 ド ル ー ゼ ン の 1症例
0 竹山知永子 く厚生連高岡病院1
立jl 晶子 ， 三 木弘彦く関西医大1
座長 狩野俊哉講師
4 ． 自 然吸収 をみ た外傷性前房出血後の 角膜染血症 の
1例
0 佐々木次幕 ， 浅井源之 ， 菅澤啓二
越生 晶く厚生連高岡病院1
5 ． 最近 5年間に 経験 した 交通外傷例
0 望月雄 二 ， 北JH和子 ， 北沢朝子
く金沢医大1
6 ． 片眠性 の 網膜分離症の 1例
0小原啓子 ， 藤中千雪 ， 松原広樹
小嶋 一 晃 く福井医村
座長 若林謙二 講師
7 ． 後 部円錐水晶体くPo sterior－Le ntic o n u sl の 2症例
0 菅渾啓 二 ， 浅井源 之 ， 佐 々木次寄
越生 晶 く厚生連高岡病院1
8 ． 老人性 内反症の 手術 Whe ele r 法の 1 変法 の 緩
くビ デ オ供覧l
O 升田 義次 く宵山制
9 ． 高度 の 偏位 を来 した 10 L再移植例
くビデ オ 供覧l
O 中泉裕子 ， 北川和子 く金沢医村
座長 小嶋 一 晃助教授
10． 眼球内金属異物 の症例 に お け る電気生理学的検討
0小 田典子 ， 田辺謙 二 ， 向 茂雄
島崎真人， 瀬川安則 ， 浅井宏志
片口尚志 ， 川崎 一 夫 く金沢大判
11． 嫡子 体切除術が奏効 した 内因性真薗性眼内炎の 1
例
0高比良雅之 ， 金子 敏行 ， 土屋美津保
柳田 隆く国立金沢病院1
12． 当科 に お ける 眼瞼腫瘍例 の統計的検討





1 ． 前大脳動脈の解離性動脈癌 と思わ れ た 1例
0 朴木秀治， 武田茂憲 ， 本 数文
山谷和正 ， 岡 伸夫 ， 高久 晃
く富山医科薬科大学脳神経外科
症例 は ， 3 7歳男性 で ， 以前 よ り続 く頭痛の増強と左
片麻痔で来院 した ． 発症後 3 日目 の C Tに て 右前頭葉
内側部 に 増強効果の な い 低吸収域 を認 め ， 右頸動脈写
で右 A2 基 始部 の 狭 窄 お よ び そ れ に 続 く do uble
lu m e n様 の所見 と軽度膨隆部 を認め ， 血 管拡張 は膝部
ま で続 き 一 部壁不整 を伴 っ て い た ． 発 症15日 の CT で
低吸収域 の 辺 縁 は明瞭 と な り 一 部増強効果 を認め ， 1
カ 月 後 の 右頚 動脈写 で は A distal に も do uble
lu m en 様 の所見が得 られ た ． 本症例 は ， 若年者で突然
発症 し た脳梗塞であ り， その embolic s o u rc eを認め
ず， 脳血 管写上 前大脳動脈 の狭窄と そ の付近の血管
膨隆 お よ び do ublelu m e n像 を認 め た こ と より ， 前大
脳動脈 の 解離性動脈痛が原因と考 え報告 した ．




Dop plerくTCDI の使用 経験
0 瀧波賢治 ， 橋本正 明 ， 東壮太郎
池田清延 ， 山下純宏
く金沢大学医学部脳神経外科ン
脳動脈膚術後管理 に お い て T C Dを用 い 頭蓋内血流
速度を継時的 に 測定 し ， 更に I M P－S P E C Tに よ る脳
血流値と を比較 し ， その 臨床的有用性 を検討 した ． ク
モ 膜下出血患者10例く入 院時 H 上皮 H－grade は I －
1 ， II
－ 2 ， III
－ 7 例 ニ Fishe r－C T 分 類 は 総 て
餅O up
．3こ 早期手術 9例 ， 晩期 手術 1例ン を対象 と し
た ． T C Dに よ る血流速度は概 ね spa s m程度 を反映 し
て お り ，
一 般的 に 症 状発 現 よ り も 先行 し て S A H．
day2．3 よ り血流速度 は上昇 し ， day7 頃 よ り pe ak と
なり ， day15 まで に は下 降 し始 めた ． T C Dの 血流速
度の増大と とも に 工M P に よ る脳血流値 は低下傾向 を
示 した ． 結語 非侵襲的 で 反復検査 が 可能な T C Dに
より脳血管攣締の程度お よ び 時間経過 を確認で き
， 治
療法， 治療時期の 選定 ， 更に は予 後判定 に お い て も有
効と思わ れ た ．
3 ． To r s adede pointe sを伴 っ た破裂脳動脈瘡急性期
手術例
0 相原謙憶 ， 藤沢弘範 ， 塚田 彰
吉田 一 彦 ， 村田 秀秋
く福井県立病院脳神経外科ン
平井淳 一 く同 内科I
症例は1989年 1月30日夕方 に 昏迷で発見さ れ た49歳
の 女性 で 右 中大脳 動脈瘡 破裂 に よ る Gr ade III
くW F N SI クモ 膜 下出血 くS A印 例 で あ る ． 既往に 心疾
患は なく ， 発症翌日 早朝に 呼吸 が 停 止 し た ． E C G は
Tors adede pointe sと呼ば れ る心室性頻脈くV Tlを示
し ， 蘇生 に て 意識 は 回 復 し た ． VT が頻発 し た が
1ido c aine の 点滴静注が有効 で あ っ た ． QTc は0．69 と
著明に 延長 して い た ． 発症 2 日目 に脳動脈膚 ク リ ッ ピ
ング術 を行 い ， 後 に V ，Pshu nt を要 した が術後経過 は
順調で あ り ， 3月17 日患者 は独歩退院 した ． 以上 か ら
S AH 急性期 に 致 死 的合併 症 で あ る To rs ade de
pointesが 起 こ り得 る こ と を強調 す る と と も に 急性期
の手術は可 能 で ある こ と を報告 した ．
4 ． 脳内血腰 を伴 っ た破裂脳動脈癌症例 の 検討
0 富子 達史， 熊野宏 一
く高 岡市民病院脳神経外科I
脳内血腫 を伴 っ た 前交 通 及 び 前大脳 動脈癌 仏C
＋Aa の 8例 ， 中大脳動脈痛くM C Aン の15例 を検討 し
た 一 血腫量 は M CA 39 士20c c， A C十 A215士8．6c c， と
大き な善が あ っ た ． 入 院時 clinic algr ade も M C Aの
も の の 方が ず っ と 悪 か っ た ． く も 膜 下 の 出血 は ，
M C Aの 場合 に は 多量 の 症例 が約半数あ っ た の に 比
し ， A C＋ A2 で は ， 出血は微量 で あ っ た ． 脳室 内出血
は ， A C ＋A2で 高度 の もの が 3例あ っ た ． M C A で血腫
量 400c c以上 ， gr ade V は6例全て死亡 した ． 血腰
量400c c以 下の 8例中4例は転帰良好だ っ た ． 不 良例
は ， 高 齢 者 及 び spa s m に よ る も の で あ っ た ．
A C＋A2の血 腫量 は少な く grade の 良 い も の も あ り ，
予 後 良好例 は約半数あ っ た ． 不 良例 は ， pr e m atu r e
ruptu re， 術後髄膜炎等 で あ っ た ， 手術 は ， M C A の場
合の 方が 緊急 の 対処を要す る ．
座長 寺林 征く富山県立中央病院1
5 ． 先天 性頭皮動静脈奇形 の 1例
0 染矢 滋 ， 駒井杜詩夫 ， 北林正 宏
藤井登志春く厚生連高岡病院脳神経外科I
今 回 ， 我々 は先 天 性頭皮動静脈奇形 の 1 例 を経験
し， 手術 に よ り全摘出し えた の で報告す る ． 症例 は72
歳 の 女性 で ， 約40年前よ り気が つ い て い た右後頭部腫
将 に 療病 を覚 え当科受診 した ． 頭部 C Tス キ ャ ン に て
右後頭部皮下 に 等吸収域 の 腰漕が み られ た ． 右頸動脈
写で は ， 後頭動脈が拡張 ， 蛇行 して腫癌内 へ 流入 して
い た が ， nidu sや dr ain e rは ， は っ き り しな か っ た ．
手術 に よ り腰痛 を 一 塊 と し て全摘出した ． 組織学的に
は ， 拡張 した 動脈， 静脈 が認 めら れ ， その血 管壁 は肥
厚し てお り ， 頭皮 動静脈奇形 で あ っ た ． 治 療 と し て
は ， 全摘出が 推奨さ れ る が ， 症例に よ っ て は人 工 塞栓
術 も考慮さ れ る べ き で あ る0
6 ． 頸部内頚動脈完全閉塞例 に 対す る血栓内膜切除術
一亜急性期血行再開 に 成功した 1経験例 －
0 扇 一 恒章， 遠藤俊郎 ． 大森友明
大井政芳 ， 西島美知春 ， 高久 晃
く富山医科薬科大脳神経外科ナ
症例は68歳男性 ． 徐々 に進 行する 左片麻痺構音障害
で 発症 ． 脳血 管写で右頸部内頸動脈の 完全閉塞お よ び
後交通動脈 を介す る側副血行 の 存在 を認 め
，
C T所 見
で は pa r a v entricle の 淡い 小 梗塞巣が疑わ れ た ． 発症
5 日目に 当科入院， 直 ち に S T A－M C A吻合術 と共 に
閉塞部血栓内膜切除術 を試み た ． 閉塞部血 栓切除後 ，
末棺側に 2 F Fogaty c atheter を約 7c m 挿入 し凝血 塊
を引き 出 し血 流再開 に 成功 した ． 特記す べ き合併症や
術後病変部の 再閉塞 を認 めず症状 も著 しい 改善 を認め
た ． 本例 の ごと き頸部内頚動脈完全閉塞例 に 対す る 血
栓内膜切除術 の 報告例 はい ま だ少 なく ， 自験例の 治療
1104
成績お よび 文献的考察 より本手術適応 に 関す る我々 の
考 え方 に つ き あ わ せ て報告 した ．
7 ． 腰髄 ア ス ト ロ サ イ ト ー マ の 1例
0伊藤 靖 ， 寺林 征， 新保義勝
本山 浩 ， 杉山義昭
く富山県立中央病院脳神経外科
比較的頻度の少 ない 腰髄 a strocyto m aの 1例 を 経
験 した ので 報告す る ． 症例 は48歳男性 ■ 3年来の 右下
肢 の 脱力 と萎縮 に て当科を受診 ． 神経学的に は 4 ， 5
腰髄 レ ベ ル の知覚 ， 運動障害 を認 め た ． M R I で は腰髄
の 腫大と嚢胞病変 を認 め た ． T herm ogr aphy で は右
下肢 に低温域 を認め た ． 手術 で は腫瘍 と脊髄 の境界 は
判然 とせ ず薬胞 の開放 と シ ャ ン トチ ュ ー ブの 挿入 ， 周
囲の 生検を行 っ た ． 組織診断 は a str o cyto m aで あ っ
た ． 術後脊髄 の 腰大 を残 し薬胞 は消失． 知覚 ， 運動障
害も改善 を見た ．
spin al co rd a stro cytom a の 治 療 は 近 年 r adic al
re s ectio n が 可能と す る報告も多い が 本例 の よう な 境
界不明例 の全摘 は困難 と考 え られ た ． 術後の 放射線療
法 に つ い て も諸説が あ り本例 に 於 い て は経過観察と し
た ．
座長 山嶋哲盛 く金沢大学医学部I
8 ． 鞍結節髄膜腫の 一 手術経験
0高 田 久 ， 加藤 甲 ， 梅 森 勉
鈴木 尚， 中村 勉 ， 郭 隆壕
角家 暁く金沢医科大学脳神経外科1
症例 は42歳女 ． 視力障害くr ニ0．06， lこ0．0封， 左同名
半盲あ り ． 造影 C T で鞍上 部に 均
一 に 増 強さ れ る腰瘍
が あ り ， 脚間槽， 第三 脳室 ， 右中頭蓋常に 進展し ， 最
大径は 5c m で あ っ た ． 鞍結節髄膜腫 と診断 し ， 手術 を
行 っ た ． 白馬 ら の Orbito zy go m atic infr ate mpo r al
ap pr o a ch に よ り腫 瘍 を全摘 し， 術後視力 ． 視 野 は 改
善 し ， 脱 落症状 なく 退 院し た ． 本法 の 利点 は ， 0少な
い 脳の 圧拝で十分 な術 野 が 得 ら れ る こ と ， 食通常 の
pte rio n alap pr o a ch よ り1
へ 2c m 頭 蓋底 に 近 い 位置か
ら腫瘍 に 到達で き ， 第三 脳室や脚間槽 に発育 す る深 部
腫瘍に も 到達可能な こ と な どが 挙げられ る ． 欠点と し
て は ， 関頭が 煩雑 で ある程度 あ り ， これ も 習熟す れ ば
解決 で き ， 大脳深部の 腫瘍 ， 血 管奇形 ， 動脈癌な どの
手術 に 有用 な進入 法 と思わ れ る ．
9 ． 腫瘍 内出血 で 発症 し た a n apla stic a stro cytom a
の 1例
0谷 一 彦 ， 山本裕 一 ， 宇野英 一
土 屋 良武く福井県済生会病院脳神経外科
症例 は59歳女性 ． 10 か月前よ り頭痛が あり ， 当科受
診 の 9 日前 に 突然 ， 後頭部の激痛と嘔吐 があっ た ． 意
識 は 清明 で ， 項部硬直 と左上肢の軽度 マ ヒ を認 めた ．
C T で は ， 右側 頭案内側 で小脳 テ ン ト に 接 し て 強く
enha n ceさ れ る腫瘍結節 があり ， 側頭葉内 に 嚢胞を形
成 し ， 費胞内 に出血 して い た ． 主 に 中硬膜動脈か らの
腫瘍陰影 を認 めた ． 腫瘍全摘 した が ， 腫瘍 は灰黄色で
や や 硬 く ， テ ン ト に 固着 して い た ． 組織 は ， 核分裂が
豊富 で ， 異形成 の強 い 細胞が増殖 して い た ． 紡錘形細
胞 が束状 ， 渦状配列 を示 す 部分があ り ， 髄膜 歴 との鑑
別が問題 に な っ た が ， い ずれ の 部分 も GF A P強陽性，
Vim e ntin 陰性で あり ， 側頭葉 に発生 した a n apla stic
a str o cyto m aが テ ン トに浸潤 し， 更 に 腫瘍内出血 を起
こ した と考 え られ た ．
10 ． V －P shu nt 後 ， 著明な 腹水 を来 した 小児視神経膠
腫 の 1例
0浜 田秀剛 ， 長谷 川 健 ， 宮森正郎
山野清俊く富山市民病院脳神経外科
高 田伊久郎 ， 瀬野 晶子 く同 小児科
高柳甲立く同 研究検査印
水頭症 を合併 し た 小児視神経膠腫 に 対 し て V－P
shu nt を施行 した と こ ろ ， 急速 に 大量の 腹水 を来し ，
腹 水 中 に 腫瘍細胞 が 確認 さ れ た ． 生 存 中 に Sbunt
system を介 して遠隔臓器 に 腫瘍細胞が証明 さ れ る こ
と は ， pilo cytic a str o cyto m aの 症例 と して は 極め て
稀で あ る ． こ の こ と は ， 一 見腹水が 腫瘍細胞 の腹腔内
転移 に よ っ て起 こ っ た か の よ う な 印象を与 え るが ， 腹
水 中の 腫瘍細胞 は大部分が変性過程 に あっ た こ と ， 腹
水 を認 め た のが V－P shu nt 後僅か 9 日目 で あ っ た こ
と か ら ， こ れ は 否定的である ． した が っ て 腹水の 原田
と して 他の 病態 も 考慮 す る必要があ る と思 わ れ た －
座長 徳力康彦 く福井赤十字病院1
1 1． Co mbined s ubte mpo ral a nd o rbito zigo m atic
infr ate mpo r al ap pr o a ch に よ る頭蓋 咽頭腰 の 摘
出例
0 竹 内文彦 ， 佐藤秀次 ， 飯田隆昭
久保道也 ， 東 徹 ， 山本信孝
く金沢脳神経外科病院1
症例 は39歳男性 ， 1年前よ り全身倦怠感 ， 1 カ月前
よ り記銘力障害 が 出現 し た ． 視 力 ， 視 野 障害 は伴わ
ず， 内分泌検査 で T S H とF S Hが 軽度低下 し てい
た ． 腫瘍 は直径 3cm の CySt で， 鞍上槽 ， 脚間槽， 第
三脳室 に存在 し た ． 手術 は脚間槽 ， 第 三 脳室底 へ は
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orbito zigo maticinfr ate mpo r alap pro ach に よ り 中頭
蓋廣前方か ら 到達 し た ■ ま た鞍上槽 ， 視 索下面 へ は関
頭を更 に後方に 広げて S ubte mpo r alap pro a ch で到達
した ． 本法で は脳圧排 は軽 くす む が視交 叉 ， 視索の 圧
迫を必要と した ． 術後 M R で腫瘍は ほぼ 消失 し， 術後
1カ月の経過 で記銘力障害 は著明に 改善 した ．
関頭方法 を中心 に 報告 した ．
12． モ ン ロ
ー 孔経 由で 摘出 した 頭蓋咽頭腰 の 1例
0 乗馬康郎 ， 山鳩哲盛 ， 正 印克夫
山下純宏 く金沢大学医学部脳神経外科ン
第三脳室内に大 き な cyst を形成 した頭蓋咽頭脛 を
経験した の で報告 す る ． 症例 は47歳女性 ， 記銘力障
乳 脳圧冗進症状 に て 発症 ． C T で鞍上 槽 に 石 灰化と ，
第三脳室内に 実質部 を伴 っ た 径 35m m の cyst を形成
する腫瘍を認 め た ． 外 ド レ ナ ー ジ術 の あ と モ ン ロ ー 孔
経由で cyst 及 び実質部 の摘出 を行 っ たが ， 視 床下部
との癒着の強 い 部分 は無理 をせ ずに ， 術後放射線療法
を追加 した ． 腫瘍組織 と思わ れ た cyst壁 は ， 大部分が
Ro se nthal fiber， a StrO Cyt， 及 び n e u r o nか らな る脳
組織か ら構成 され てい た ． 第三脳室内に 主座 をお く頭
蓋咽頭腫に 対す る手術法及び発生に つ い て考察 を加 え
て報告 した ．
13． 高齢者第 4 脳室奇形腰の 1例
0堀 康太郎 ， 徳力康彦 ， 武部吉博
金 撞坤 ， 贋瀬敏士 ． 大橋経昭
く福井赤十字病院脳神経外科1
後頭蓋裔奇形腰は ， 稀な腫瘍 で あ り ， その 多く は
20歳以下で あ る ． 今回 我々 は ， 過去最高齢の 後頭蓋萬
奇形腫を経験 した の で ， 報告す る ．
症例は ， め ま い と躯幹失調を呈 し た71歳の 女 性 で ，
C Tsc a nに て ， 後頭蓋寒中央に 石 灰化 を伴 っ た 垂胞状
腫瘍を認め
，
M R I で は， そ れ に 接 し た充実性部分 を確
認でき た ． 椎骨動脈撮影 で は ， 無血 菅野 と して 描出さ
れた ． 術 中所見で は ， 骨組織を伴 っ た嚢胞状腫瘍 で あ
り， 一 部 gelly の 充実性腫瘍も認 め た ． 組織 所見 で
は ， 悪性所見 を認 めず
，
奇形歴 と診断 した ． 術後 ， 軽
度の躯幹失調残存す る も の の ， め ま い は消失 した ．
14■ 照射が 有効で あ っ た脳 幹部腫瘍
0 大日 方千春 ， 池田 正 人 ， 石倉 彰
く国立金沢病院脳神経外科1
脳幹部腫瘍 は全脳腰痛中最も治療が困難な腰瘍 と さ
れ最近で も平 均生 存期間1年以下と 予後不良で あ る ．
放射線治療が有効 で あ っ た脳幹部腫瘍2例 を経験 した
の で 報告す る ．
1 例日は62歳男性 で左橋か ら 中脳 に か けて と テ ン ト
上 と に 多発性 に 腰 瘍 を認め た ． 合計 40 Gy の 照射 で 腫
瘍 は消失 しス テ ロ イ ド に も反応し た ため 悪性 リ ン パ 腫
と考 えら れ た ． 2例 日は35歳女性で M RI で下位橋か
ら延髄 に か け て著明 な腫大と低信号域の 腫瘍 が認 め ら
れ
． 脳幹邪神経膠腫 の 診断 を得た た め ， 化学療法併用
下 に 50 Gy の 放射線治療 を行 っ た ． 腫瘍は 著明 に 縮小
し発症後 2年2 か 月経過 した 現 在． 眼振以 外特 に 症状
もな く 日常生活 を送 っ てい る ． 2例 とも 病理診断は得
られ て い な い が 一 般 に 予 後不良と い われ る脳幹部腫瘍
の 照 射有効例 を報告 した ．
座長 古林秀則 く福井医科大学ン
15． Seiz u r e sindu c ed by m ov e me nt
O 中川敏夫， 兜 正 則 ， 野 口善之
古林秀則 ， 久保 田紀彦， 林 寛
く福井医科大学脳神経外科ナ
当科 に お い て 経 験 し た t fSeiz u r e sindu c ed by
m ove m e nt
，，
の 2症例 を報告す る ． 症例 は15歳 の 男性
及び女性 で ， 共 に 随意運動の 開始時に ， 片側上下 肢で
麻挿 した様 に こ わ ば る発作が頻発 す る様に な っ た ． 近
医小 児科 ， 神経 内科 ， 脳神経外科を受診 し， 脳血 管撮
影 を含 め ， 諸検査施行さ れ た が ， 異常所見 なく ， 原因
不明 と し て末加療の まま で あ っ た ． 当科に お い て テグ
レ ト ー ル 投与 を開始 し発作 は消失し た ． 本発作の 臨床
像の 特徴 は以 下の 通 りで あ る ． 1コ 急激な随意運動の
開始 に よ っ て ， 主 に 片側上 下肢 の硬直発作 や不随意運
動発作 を生 ずる ． 2う 発作の 持続時間は数秒か ら 1分
以 内で あ る ． 3う 10歳前後で発症す る ． 4コ 発作問歓
期に は 一 般 に 神経学的異常 を認 め な い ． い テ グ レ
ト ー ル が 有効で ある ．
16． T ho r a ci Outlet Syndr o m e7例の 検討
0 立木 光 ， 伊 藤秀樹
く富山赤十字病院脳神経外科ナ
我々 は ， めま い や 脳虚血 症状 を訴 える患者の 右総頚
動脈間欠的圧迫所見 に つ い て 報告 を行 っ てき たが ， そ
の 中に ， 鎖骨下動脈の 間欠的圧迫 を示 す胸郭出 口 症候
群と考え られ る 例が み ら れ た の で 今回 報告し た ． 対象
は 曽我 に よ る 診断基準 をみ た す 7例 で あ る ． 0こ れ ら
の 症例 に は ， 半身知覚障害， 意識消失発作等 の 脳虚血
が 原因と考 え られ る症状が多く み られ た ． 母性別 で み
る と 7例中5例が男性で あ っ た ． く釘症状発現 の誘因 と
して頭部の 回旋が 重要と思わ れ た ， 血管造影 で は頭部
回旋 に と も ない 砂6例 に 鎖骨下動脈の No n－Fi11irlg が
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み ら れ
， Gl全例 に 右総頸動脈 の No n，Filling が み ら
れ ， 右の椎骨動脈 6例 ． 左 の 椎 骨動脈 4例 に 同様 の 所
見が み ら れ た ． 命現在全症例 に 頸推力 ラ ー を 用 い て の
保存的療法 を行 っ て い るが 良好な結果 を得て い る 一
座長 長谷川健く富山市民病院ナ
17． 頸椎後縦執帯骨化症例 の 検討
0 河野寛 一 ， 半田裕 二 ， 兜 正 則
佐藤 一 史 ， 久保田 紀彦， 林 辛
く福井医科大学脳神経外科1
1985 年 か ら1988年の 間に ， 33例の 頚部後縦轍帯骨化
症くO P L LIの症例く男18例 ， 女15例 ， 39
－ 74齢 に 対 し
て外科的治療 を行 っ た ． O P L L は分節型16例 ， 連続型
16例 言混 合型 1例 で ， 分節塾と 混合型全例 ， 連続 型6
例 は前方 アプ ロ ー チ に よる OP L L切除術 と ， 椎体 固
定術 を行 っ た ． 連続型 の10例 は後方 ア プ ロ ー チ に よ る
脊椎管拡大術 を行 っ た ． O P L L切除術 で は ， 根症 状，
脊髄症状両者 と も 改善 が得 ら れ た ． 脊 椎管拡大術 で
は ， 脊髄根症状 の 回復 の 程度 が 不十分 な例 が 見 ら れ
た ． 症状発現 に 関与す る 要素 と して ， O P L Lの 厚さ や
長さ の 他 に ， 脊椎管狭窄症 ， 変形性頸椎症 t 頸椎椎間
板 ヘ ル ニ ア ， 外傷の 合併 な どが 考 え ら れ た ． 手術 に 伴
う 合併症 と し て ． O P L L切除不十分例 ， 移植骨 の 脱
臼
， 骨折例の他 に 硬膜 くも膜 の 損傷 に 伴う髄液漏な ど
が 認 め られ た ．
18． 頭 蓋頸推移行部異常の 一 手術例
0 熊橋 一 彦 ， 宗本 滋 ， 高島清志
山口成仁 ， 黒田 英 一 ， 石黒 修三
く石 川県立中央病院脳神経外科
頭蓋頸推移行部は ， 個体発生的 に 発生異常 を きた し
や す い ． 今回 手術に よ り ， 神経症状 の改善 を見 た症例
を経験 した ． 症例 は 7歳の 男児 ． 5歳時よ り ， 左癌性
片麻痔認 め ， 徐 々 に 症状悪化 し当科受診 した ■ 頸椎写
真 に て ． 環軸椎間での 異常可動性 ， Os odontoide u m，
斜台 の 下端に 異常骨 を認 め た ． M R王に て ， 環椎部位で
の 脊髄 の圧 迫 を認め た ． 環椎部位 で の 脊髄圧迫 と ， 環
軸椎異常可動性 に 対 し， 後 方よ り環椎の 後方除圧 ， 金
属 プ レ ー トに て ， 後頭骨頸椎固定 を行い 神経症状 の 改
善 を見た ． 術 後40 日で ， 除圧 固定 に 由来す る と 思わ れ
る 水頭症 をき た した ． 異常骨 は ， 発生学的 に ， 原環椎
の 発生異常 で あ り ， 後 頭 椎骨 と 総 称 さ れ る が ，
Torkulu s ら の 分 類 で の ． 斜 台 下 端 に 見 ら れ る
Tr ansv er seba sila r c r eft が 考 え られ た ．
19． 頸椎前方経由手術 のた めの 改良型鋭匙
－ bra chyc ephalic s e rr ated c u r ette
－
0 長 谷川健 ， 浜 田秀剛 ， 宮森正郎
山野清俊く富山市民病院脳神経外科
北林 正宏 ， 駒井杜詩夫
く厚生連高岡病院脳神経外科
脊椎 の 手術 に 鋭匙 は伝統的で有用 な 手術器具の 一 つ
と して 用 い ら れ て き た ． 我 々 は第23回 の 本会 ， 顕微鏡
下 a nterior ap pr o a ch に よ る 頸椎手術 用 に ， 鋭匙
tip の 楕 円状 blade の長軸 を shaft に対 し横長と した
br a chyc ephalic c u r ett を 報 告 し た ． 今 回 ， 更に
tip の distal half を鋸 歯 状 くse rr atedl と し た
m odified c u rette を報 告 した ． こ の tip は ， 刃 先に対
す る 良好な視野 を確保 し， 緩 い 凹面 を呈 す る椎体面に
良 く fit す る た め有効 な刃 面 を多 く捏倶 して C u retta．
ge に お け る r otatio n や torqu e m o v e m e nt の減少を
も た ら し， 弾性 を有 す る dis c に も よ く歯 が 立 つ ため
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1 ． ア ミ ロ イ ド
ー シ ス の 1例
0 渡辺 実千雄 ， 平林多津司 ， 山本 樹
霜 田 ふ ゆ み ， 寺澤捷年
く富山医薬大和漢診療鮒
2 ． トリ ク ロ ル メ サ イ ア ザ イ ド 服 用 中 に 発症 した
SIA D Hの 1例
0 谷 口 透 ， 帯刀 裕之 ， 山本 悟
清水 覿 ， 佐藤 清 く城北病院内糾
3 ． 非機能性副腎腫瘍と考え ら れ た 1 例
0 渋谷敏幸 ， 尾高和亮， 松本三千夫
英 尚艮， 柴田 修 ． 金山隆
一
し済生会 富山病院内糾
4 ． 巨大な 褐色細胞 腫 の 1治験例
0 渡 辺弘之 ， 里 村吉威 ， 松田直人
辻 志肌 前田 敏男く映寿会病院内糾
大谷蒋子 く大谷医掛
岡井 高 ， 澤武紀雄く金大 が ん研内科
蒲田敏文 ， 松井 修 く金大放射線科
熊木 修 ， 平 田昭夫 ． 久住治男
く同 泌尿器柳
5 ． 下垂体腺腫の 出血 を契機 に 副腎不全が顕性化した
1107
1例
0 平岩善雄 ， 松 原隆夫， 荒木 一 郎
楠 憲夫， 品川俊男く富山赤十字病院内科1
座長 内田健三 く金沢医科大学内分泌内科1
6 ． Sipple 症候群 の 1 家系
0 若山隆伸． 青 山隆彦 ， 平井淳 一
嵯峨 孝く福井県立病院内科1
木水 潔 ， 滝 鈴佳 く同 放射線科1
小林徹治 ， 島 田宏 一 郎 く同 泌 尿器科
長山郁生く同 耳鼻咽喉科I
7 ． 著明な 高 Na 血症 を伴 っ た高浸透圧性糖尿病昏睡
の 1例
0 金 子 美保子 ， 細 島弘行， 岩崎良二
宮内英 二 ， 岡田博史， 内田健三
森本 真平く金医大内分泌内科I
8． 気管支鏡下生検 で検診 し えた気管支内軟骨腫 の 1
例
0小澤真 ニ ， 北尾 武く国立療養所北潟病院内科I




座長 中村 忍く金沢大学第 3内ラ印
9 ． B O O Pの 2例
0 川端雅彦
， 神保正 樹 ， 野 田 八 嗣
く宵山労災病院内科ン
太田五 六 く同 病理ナ
藤村政樹く金大第 3内科ン
10． ホ ジ キ ン 病の 治療中に 出現 した B O O Pと 考 え ら
れ る 1例
0明 茂治 ， 藤村政樹， 斎藤元泰
三宅 靖 ， 坂本さ ゆ り
，
大竹茂樹
小林和美 ， 森 孝 夫， 中村 忍
松 田 保く金大第 3内科
1 ． Kerley
，
s B －1ine が み ら れ た肺胞蛋白症の 1 例
0 吉田 幸宏
，
堀井広之 ， 松井み づ ほ
岡 田恒人 ， 桜井 滋 ， 栂 博久
北川 駿介， 長坂 行雄 ， 大谷信夫
く金医大呼吸器内科j
玉 岡康志く同 第2病理1
池田 一 雄 く同 麻酔科I
12． 杜氏に み られ た 胸膜肥厚斑 の 1例
0 堀 井広之 ， 北川駿介 ， 大谷 信夫
く金医大呼吸器内科1
山田裕 一 く同 衛生学1
東野 朗， 東野 音信 く東野病院1
13． 癒着性イ レ ウス を合併 し ， リ フ ァ ン ピ シ ン 坐薬 等
で 治療 した 粟粒結核 の 1 例
0 木藤知佳志 ， 高山嘉宏， 辰 巳 靖
竹越忠美 ， 山崎義亀輿く福井県立病院内糾
座長 久保 田幸次く公 立松任石川中央病院1
14． 冠動脈左 室療 の 2例
0 森 清男． 山崎 司 ， 桝 田昌之 助




s a rte ry を伴 っ た腹部大動脈完全閉塞症の
1 例
0 加藤浩司， 山本 誠 ， 大西 定司
越野 雄祐 ， 嶋田佳文 ， 重森 一 夫
金森 一 紀く福井厚生病院内科ラ
16． 心 筋ブ リ ッ ジに 対す る硝酸薬の 影響
0 阪上 学 ， 久保田幸次 ， 青山 庄
辻川弘子 ． 中源雅俊 ． 宇野伝次
北村憲治く公立松任石川中央病院内科ン
17． s aphe n o u s v ein graft 完全閉塞に 対 す る P T C A
施行例







18． 右心不全 を初発症状と し た シ ュ ー グ レ ン 症候群の
1例
0 中村道寛 ， 村上 喋二 ， 竹 越 裏
松井 乱 石 田 哲也 ， 鏑木太門
竹内 聡 ， 織田 英史 ， 松本正 光
く金医大循環器内科I
B会場
座長 岸 田 繁く福井医科大学第3内科I




．く金沢リ ハ 病院 リ ウ マ チ膠 原病セ ン タ ー 1
2 一 左大腿 部限局性筋炎 を合併 し た S L Eの 1 症例
0 青柳直樹 ， 岸 田 繁， 中井継彦
宮保 進く福井医大第 3内剛
3 ． 高 ア ミ ラ ー ゼ 血症 を伴 っ た Be nc e－Jo n e s型 多発性
骨髄腫 の 1 例
0 竹田慎 一 ， 佐竹良三 ． 森岡 健
辻 博 ， 山内博正 ， 寺 田康人
牧 野 博 ， 高桜英輔く黒 部市民病院内糾
広瀬優子 く金医大血液免疫内科1
1108 学
4 ． 経過中に 細胞表面形質の 変化くCD lO出動 を認 め
た Ac ute biphe n oty picleuke mia の 1例
0 吉田 明 ， 河合泰 一 ， 田 中経雄
上 田 孝典 ， 内田 三 千彦 ， 原 晃
中村 徹 く福井医大第1内科1
5 ． 5 年間の 持続性肝障害 を認 め た 末梢型 T c ell
lym pho m a の 1剖検例
0 新井芳行 ， 山田 隆千 ， 小川 滋彦
平井圭彦 ， 竹田 康男 ， 上 野 敏男
竹 田亮措く金大第 2内科1
吉田 喬 ， 中村 忍く同 第 3内剛
斎藤勝彦 ， 中沼安 二 く同 第 2病王郵
京井優典 く石川県立中央病院消化器内科
座長 清水史郎く金沢医科大学血液免疫内科
6． 高齢者女性 P N の 1例
0川 野充弘， 平岩善雄 ， 荒木 一 郎
楠 憲夫 ， 品川俊男く富山赤十字病院内科
東 晃 く同 皮膚科1
7 ． 両側 下腿 に 対称性の 持続性多発性動脈炎の み られ
た 1例
0 山崎雅都 ， 斎藤弥章 ， 荻 真
吉村光弘 ， 木部佳紀 ， 木田 寛
杉岡五郎 く国立金沢病院内糾
渡辺麒 七郎く同 検査料1
8 ． 指尖壌痘 を生じ た 全身性 エ リ テ マ ト ー デ ス ， 大動
脈炎症候群合併の 1例
0 金 良昌 ， 平 田 仁 ， 加藤弘巳
矢野三 郎 く富山医薬大第1内科1
9 ． 高 Pla smin ogen Activ ato rInhibito r値 を伴 う静
脈血栓症の 1家系
0 佐伯 理恵 子 ， 大沢謙三 ， 友杉直久
く金大第 1 内科1
10． 直腸カ ル テ ノ イ ドの 2例
0 山 口正 木 ， 定梶裕司， 大塚 実
立村森男 ， 森永健市く浅 ノ 川 総合病院内糾
秋本龍 一 く同 外科1
山崎軍治 仙崎外科胃腸科医院1
11． 大腸 Lympha ngio m aの 1例
0 浜 田誠人 ， 北川 義展 ， 鈴木志寿子
立村森男 ， 森永健市く浅 ノ 肛総合病院内糾
秋本龍 一 く同 外科1
座長 根井仁 一 く城端厚生病院内科1
12． 魚骨 に よ る 食道外傷か ら頸部膿傷 を形成 した と 考
え られ た 1例
0 番度行弘 ， 山口和由， 前川 裕
古沢明彦 ， 松下重人， 稲坂 暢
く国立山中病院内科
13． 難治性胃潰瘍に 対す る プ ロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン 製剤
投与例の 検討
0 浦島左千夫 ， 上 島康洋 ， 円山恵 子
高瀬修 二 郎 ， 高田 昭く金医大消化器内科
14． 原因不明 で あっ た 出血性直腸潰瘍 の 2例
0 根井仁 一 ， 岡本 清也 ， 木倉敏彦
く城端厚生病院内科
渡辺秀人 く金大第1病勢
1 5． 細 小肝細胞癌 に 対す る肝動脈塞栓療法 およ び経度
的 エ タ ノ ー ル 注入療法施行後急速 に 門脈圧冗進症
が進展 した 肝硬変の 1例
0 元雄良治 ， 岡井 高 ， 山川 治
松 田直人 ， 河上 浩康 ， 渡辺弘之
里 村吉成 ， 太 田英樹 ， 澤武紀雄
く金大が ん研内科
16． 原発性肺高血 圧 症 を合併 した 肝硬変の 1例
0 又 野 禎也 ， 間藤和博 ， 太田克朗
前野孝治 ． 大野 秀彰 ， 福岡賢 一
登 谷 大修 ， 田 中延善 ， 中屋 昭次郎
柳 碩也く福井県済生会病院王
座長 黒崎正夫く富山市民病院内糾
17． 肺病変 を伴 っ た側頭動脈炎の 1例
0濱 田敏夫 ， 内山伸治 ， 吉長知史
く石川県立中央病院神経内科
倉島 一 書 く同 呼吸器内科
清水博志 く同 放射線科
宗本 滋 く同 脳神経外剛
18． M RI が診断上有用 で あ っ た Spin alc o rd inju ry と
思わ れ る 1例
0 和田 隆志． 石田 陽 一 ， 極上義仲




19． 両側瞳孔緊張症 を伴う慢性多発性神経障害の 1例
0 鈴木文子 ， 田 中 功 ， 安藤 明
瀧本弘明 ， 宮本正 敵 中出隆治
く済生会石川総合病院内糾
森田連志 ， 臼 倉教 臣く金大第 2内科
安川善博 ， 井 出芳彦 洞 神経内科
20． 頭部 M RIに て多発病巣 を認め た ベ ー チ ェ ッ ト病
の 1例





第7 会場 放射線科 ． 核医 学科分科会
1 ． 子 宮頸痛放射線治療後， 照射野 に 一 致 して 右腸骨
に発生 し た M align a ntFibro u sH istio cyto m aと
考 えら れ る 一 例
2 ． 肺癌に お け る
績と 問題点
0 酉嶋博司， 斎藤泰雄 ， 福井則子
植田文明 ， 牧 田伸三 ， 高仲 強
高島 力く金沢大放1
中村 聡く同 皮膚科1
野 々 村昭孝く同 病理部ン
Radiatio n．B AI併用 療法 の治療成
0 木水 潔， 滝 鈴佳 ， －一 柳健次
く福井県立放1
興村哲郎 ， 山本 達く金沢医大放I
3． T halliu m－201 S P E C T法 に よ る肺癌診断
0 横山邦彦 ， 利 波紀久， 綿谷清剛
松成 一 朗 ， 滝 淳 一 ， 瀬戸幹人
道岸隆敏 ． 油野民雄 ， 久田欣 －
く金沢大核I
渡辺洋宇く同 第 一 外科ン
野々村昭孝く同 病理部I
北川正信く富山医薬大第 一 病理1
4． 心 RI アン ジオ ． 心 プ ー ル 検査 に よ る 末棺血管抵
抗と大動脈 コ ン プ ラ イ ア ン ス 算出の 試み
0 中嶋憲 一 ， 滝 淳 一 ， 森守 朗
南部 一 郎 ， 分校久志 ， 久田欣 －
く金沢大核I
5 ． ラ ッ ト学習装置の 製作 と そ れ に よ る学習能力の 評
価
0 松田博史 ， 絹谷啓子 ， 久田欣 －
く金沢 大核1
小島 一 彦 く同 医短1
森 厚文く同 アイ ソ ト ー プ 総合セ ン タ ー 1
辻 志郎く映寿会病院1
6 ． Ca ndidaliv er abs c e ssの d 症 例
0 中嶋憲修 ， 二 谷 立 介 ， 亀井哲也
中嶋愛子 ， 野 村邦紀 ， 商業泰久
征矢敏雄 ， 渡辺 直人 ， 古本尚文
羽 田陸朗 ， 瀬戸 光 t 柿下正 雄
く富山医薬大放1
7． 気管支分岐異常 に 合併 した肺癌 の 2例
0 牧 田伸三 ． 上 村長 一 ， 小 林 健
古沢由紀枝 ， 吉川 淳 ， 高島 力
く金沢大放1
8． 術前画 像診断に て診断困難で あ っ た肺癌胸膜播腰
の 一 例
0 福井則子 ， 上 村良 一 ， 西嶋博司
高仲 強， 植田 文明， 牧田 伸三
高島 力く金沢大放I
9 ． 下 大静脈 フ ィ ル タ ー の 使用経験
0友井正弘， 林 信成 ， 加藤憲章
中島鉄夫， 坂井豊彦 ， 伊藤 哲
小鳥濱男， 石 井 清く了雫持医大放I
lO． 頭部 M Ra ngiogr aphy の経験
0野村邦紀
，
二 谷立 介， 亀井哲也
中嶋愛子 ， 中嶋憲修， 萬葉泰久
征矢敏雄 言渡辺直人 ， 古本 尚文
羽 田陸朗， 瀬戸 光， 柿下正 雄
く富山医薬大放1
11． M ultiple system atrophy の MRI
O植 田文明 ， 鈴木正 行， 荒井和徳
ノ什森康博 ． 小西 秀男， 角谷 真澄
松井 修 ． 高島
．
力く金沢 大放1
井手芳彦 ， 高守正 治く同 神内I
12． 後縦靭帯骨化症の M Rl
O 出町 洋 ， 松 井 修， 角谷 真澄
荒井和徳 ， 蒲田敏文， 小 西 秀男
鈴木正行 ， 高島力く金沢大放1
富田勝郎 ， 馬場久敏く同 整外1
13． M RI造影剤と しての G d－D T P A．1ipos o m eの検討
0 河村泰孝 ， 木村浩彦， 玉川 洋 一
周藤裕治 ， 加藤憲章， 前田正 幸
松 田 豪 ， 小 鳥輝男， 石 井 靖
く福井医大放ナ
14． G d－D T P Aの Co ntr a st e nha n ce m e nt の評価
－99r nTc－D T P Aの 集積と の 比較
0 熊田 倫 ， 周 藤裕治 ， 河村 泰孝
玉 川洋 一 ， 木村浩彦 ， 中島鉄夫
外山黄土 ， 松 田 豪， ノJl鳥 輝男
石 井 靖く福井医大放ン
15． 31P－ M R Sに お ける パ ラ メ ー タ ー の 検討
くpe ak inte n sity と integr atio n の 対比l
O 大津留健 ， 松田 昌夫， 横田 啓




大 口 学 ， 東光太 郎， 宝 田 陽









外 科 分 科 会
学
第214回 北陸外科 学 会
一 般演題 A会場
座長 桧原純 一 く金沢医科大学胸部外科1
1 ． 大腿動脈癖 に対 す る こ遵 銃再建の 1例
0 川上健吾 ， 浦出 博 ， 沢 重 治
西浦和男 ， 伴登宏行 ， 小 林 孝 一 郎
渡辺洋宇
，





syndro m eを呈 した 末檎動脈癌 の経験
0 戸島雅宏 ， 西谷 泰 ， 浜脇正 好
中谷達男 ， 武隅 清 ， 中川禎 二
能登啓文 ， 藤村光夫く富山県中胸部循環器外科1
3 ． 70才以上 の A S O患者の 予後
0長末正 己 ， 松原純 一 ， 中谷文治
清水 健 く金医大胸部心臓血管外I
4 ． D M 性下肢壊痕 を伴 っ た A S Oに 対 す る治療法の
検討
0 山本雅 巳 ， 横 川雅康 ， 字於崎泰弘
辻本 優 ， 鈴木 衛 ， 大場寮長
富川正樹 ， 上 山武史く富山医薬大 1外ン
座長 永井 晃
く富山赤十字病院心臓血管呼吸器外科1
5 ． 先天 性胸部大動脈瘡の 一 治験例
0渡辺 透 ， 閑 雅博 ， 遠 藤将光
小林弘明 ， 佐藤 日出夫 ， 木谷正樹
く石川県中心臓血管外科1
6 ． ベ ー チ ェ ッ ト病に よ る下行胸部大動脈癌破裂例 に
対す る手術経験
0 明元 克 司 ， 美濃 一 博 ， 宮本直樹
古野利夫 ， 湖東慶樹 ， 浜中英樹
村上 新 ， 上 村武史く富山医薬大1外1
7 ． 交通事故後 3 カ月後 に 診断さ れ た胸部下行仮性大
動脈癖の 1例
0 角三和 子 ， 小原 弘嗣， 西村宏有
木村哲也 ， 平松義規 ， 井草彰夫
千葉幸夫 ， 村 岡隆介く福井医大 2外I
8 ． 当科 にお ける最近の 胸部大動脈瘡 の 経験
0 大竹裕志 ， 永井 晃， 木元 春生
く宮山赤十字病院心臓血管呼吸器外科1
座長 田中 孝く福井循環器病院外科I
9 ． 右室二 腔症の 外科的治療の検討
0松本 康 ， 松永康弘 ， 高橋 激
高橋英雄 ， 三 崎拓郎 ， 岩 喬
く金大 1外1




0金戸善之 ， 坂本 滋 ， 湯浅幸吉
白川尚哉 ， 豊田 恒良 ， 清水 健
く金医大胸部心臓血管叫
11． 胸 骨全掃 お よ び大網移植術 を施行 した A Cバ イ パ
ス 術後縦隔炎の 1症例
0壕 泰史 ， 大中正 光 ， 大橋博和
福島 弥 ， 村上 晃 ， 手取屋岳夫
田中 孝
く福井心臓血圧 セ ン タ ー 福 井循環器病院外糾
12． 若年者 A－C バ イ パ ス 術 の検討
0 沢 重治， 竹村博之 ， 松永康弘
藤井 奨， 川上 健吾 ， 川筋道雄
岩 喬く金大1州
座長 能登啓文く富山県立中央病院胸部循環器外科
13． 人 肺犬糸虫症の 2例
0 黒 田 読， 林 義信 ， 前原正典
皆川真樹 ， 金 定基 ， 三井 毅
浅 田康行 ， 飯田 善郎 ， 三浦将司
藤沢正清く福井済生会病院外和
書村裕之 く金大寄生動
河原 栄 く同 1病勢
14． 漏 斗胸 に 対 す る ste rn 0－ C O Stal elev atio n の適応
0能登啓文 ， 中川 禎 ニ ， 戸島雅広





15． 高齢者く81才1m edialpn e u m otho r a xの 1手術例
0斉藤 裕 ， 原 田 猛 ， 川尻文雄
酒徳光明， 平 野 誠 ， 橋川弘勝
龍沢俊彦く厚生連高岡病院外科
北川清秀く同 放射線椰
1 6， 急速 な 発育 を呈 し た 縦隔 の m align a nt fibr o us
histiocyto m a の 1切 除例
0 荒能義彦， 渡辺洋宇， 清水浮三
龍沢泰彦 ， 長尾 信 ， 坪 田 誠
岩 喬く金大 1州
野 々 村昭彦， 松原藤継 く同 中検病矧
座長 渡辺洋宇く金 沢 大学医学部第1外科1
17． Lo c aliz ed fibr o u s m e s othelio m aの 1 例
0 太田 長義 ， 草島義徳
く富山市民病院呼吸器外和
佐原博之 ， 渡辺 俊雄 ， 宮田龍和
小西 一 朗， 広野禎 介く同 外科
高柳 甲 立 く同 病ヨ勤
18． 切除 し得た 肺腺表皮癌7例 の検討
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0 笠 島 学 ， 小 山信 二 ， 乗出慎治
北沢憤次， 西 出展 － ， 浜中英樹
津田基晴
，
山本恵 一 く富山医薬大 1外1
津村俊樹く同 救急部ナ
北川正信く同 1病理1
19． 化療後に Sle ev elobe cto my を行い 得たIII期肺 小
紙胸痛の 1例
0 磯和理貴 ， 清谷哲也 ． 山中 晃
く福井赤十字病院呼吸 器科I
20． 術後 8年目 に 食道転移 した 気管嚢胞状腺病 に 対す
る 一 手術例
0小 田 誠 ， 山田 曹司， 佐藤博文
森 田寛哉 ， 岩上 栄， 片田正 一
品川 誠 ， 石 田 一 樹 ， 森 善裕
小林弘明 ， 北川 晋 ， 中川正 昭
く石川県中外科I
座長 唐木芳昭く富山医科薬科大学第 2外科I
21． 放射線療法に 起因す る骨髄炎 を認め た乳癌術後患
者の 2例
0 北 川祐久 ， 野 口昌邦
，
伊 井 徹
谷屋隆雄 ， 小 矢崎直博 ， 宮崎逸夫
く金大 2外I
22． 乳癌再発症例の 検討
0 瀬戸啓太郎 ， 佐久間寛， 指宿昌彦
熊木健雄 ， 芦田 義尚
，
坂 田則昭
喜多 一 郎 ， 高島茂樹 ， 木南義男
く金医大 一 般消化器外科1
23． 食道再建 に 用 い た 自家移植空腹の 粘膜機能
0 竹田利弥 ， 八 木雅夫 ， 富田 寛
北林 一 男 ， 宮崎逸夫く金大 2外1
24． 食道全摘 に お け る 遊離空腸 を 用 い た c o mpo site
rec o n str u ctio n






林 裕之 ， 矢崎 潮 ， 岩 喬
く金大1 外1
座長 広野 禎介 く富山市民病院外科1
25． 壁外性発育 を呈 し た巨 大 胃平滑筋腫 の 1例
0 片田 正 一 ， 森 田 克哉 ， 岩上 栄
小 田 誠， 品川 誠 ， 石 田 一 樹
森 善裕， 山田曹司， 北川 晋
中川 正 昭く石川県申消化器 一 般外科1
車谷 宏 ， 林 守源く同 病理1
梅田 俊彦く金沢市1
26． 十二 指腸に 購入 し， 幽門狭窄症状 を呈 し た隆起型
早期胃癌の 一 例
0 薮下和久， 岩佐和典， 萩野 茂
藤井久丈く八尾総合病院外科1
山崎国男 ， 宮崎 幹く同 内科う
高柳甲立く富山市民病院病理1
27． X線上 石灰 化の 認め られ た胃癌 の 1例
0竹山 茂 ， 西田良夫， 葦原正 都
前 田基 － ， 二 宮 致 く黒 部市民病院外科1
荒Jl卜文敬く同 放射線科う
28． A F P産生 胃癌症例 の 検討
0 高嶋 達 ， 冨田富士 夫， 芦田義尚




0 鎌 田 徹 ， 米村 豊 ． 大山繁和
大村寛伸 ， 竹川 茂 ， 津川浩 一 郎
松本 尚 ， 仲井培雄 ， 小坂健夫
三輪晃 一 ， 宮崎逸夫く金大 2外1
30． 当科 に お け る Bo r r m a n n4型胃癌 の検討
0 島多勝夫 ， 黒 木嘉人 ， 榊原年宏
沢田石 勝 ， 加藤 博 ， 穂苅市郎
山田 明 ， 坂本 隆 ， 山下 芳朗
唐木芳昭， 田 沢賢次 ， 藤巻雅夫
く富山医薬大 2外I
31． Stage I 胃癌再発例の検討
0 吉沢 裕
，
津沢豊 一 ， 伏田 幸夫
大堀 功 ， 高森正 人 ， 広沢久司
黒 田吉隆 ， 辻 政彦く宮山県中外科1
32． 再発 胃癌症例 の 検討
0 宮田龍和 ， 広野禎介 ， 小 西 一 朗
草島義徳， 渡辺俊雄 t 太田 長義
佐原博之 く富山市民病院外科I




体表面走査 に よ る胃癌超音波診断の 検討
く第 2報l
O 魚津幸蔵 ， 佐 々 木正 寿， 木元 文彦
長谷 川 洋 ， 関川 博 く富山赤十字病院外科1
荒木 一 郎 く同 内科ラ
山本情治， 宮山士 朗 く同 放射線科1
34． 胃癌 に お ける 制癌剤感受性試験
0 大山繁和 ， 米村 豊 ， 村岡恵 一
仲井培雄 ， 松本 尚 ， 津川 浩 一 郎
木村寛伸 ， 竹川 茂 ， 鎌田 微
小坂健夫
，
山口 明 夫 ， 三 輪晃 一
宮崎逸夫く金大．2外1
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田 中基裕 ， 佐々 木琢磨く金大病研化療鮒
35． 高度進行癌 に 対す る Ne o－Aju v a nt therapy の 検
討
－ P MUE 療法の 効果 に つ い て －
0 加藤貴史 ， 木下 一 夫 ， 澤 敏治
者光外宏く国立療養所敦賀病院外科1
松井 袴く金大 1病理ン
36． 胃癌に お ける E2， E Rの 発現
0松本 尚 ， 米村 豊， 仲井培雄
村岡恵 一 ， 津川清 一 郎 ， 木村 寛伸
鎌 田 徹 ， 竹川 茂 ， 大山繁和
小坂 健夫 ， 山口 明夫 ， 三 輪晃 一
宮崎逸夫く金大2外I
座長 小島靖彦く福井医科大学第 1外科1
37． P lO 5 を用い た胃癌の増殖滴性
0木村寛伸 ， 米村 豊， 大山繁和
仲井培雄 ， 松本 尚 ， 津川浩 一 郎
鎌 田 徹 ， 竹川 茂 ， 小坂健夫
三輪晃 一 ， 宮崎逸夫 く金大 2外1
38． 早期胃癌の D NA ploidy patte r nの検 討
0 荒井理夫 ， 広瀬和郎 ， 新本修 一
片山寛次 ， 野 手雅幸 ， 磯部芳彰
関 弘明 ， 小島靖彦， 嶋田 紘
中川原儀 三 く福井医大 1外1
39． Flo w cyto m eto ry に よ る 進 行 胃癌 の D N A
ploidy と 予後
0 木村寛伸 ，米村 豊 ，仲井培雄
松本 尚 ，津川浩 一 郎 ， 鎌 田 徹
竹Jl一 茂 ， 大山繁和 ，小坂 健夫
三輪晃 一 ，宮崎逸夫く金大2外1
40． 胃癌膵切除時に お け る リ ネア ー ス テ ー プ ラ ー の 使
用経験
0 大 山繁和 ， 米 山 豊 ， 仲井培雄
村岡恵 一 ， 松本 尚， 木村寛伸 ， 鎌 田 徹
竹ノーl 茂 ， 津 川 浩 一 郎 ， 小坂健天
山口 明夫 ， 三 輪晃 一 ， 宮崎逸夫
く金大 2外1
日会場
座長 倉知 固く辰 口 芳珠記念病院外科1
1 ． 術前診断し得た験頓性閉鎖孔 ヘ ル ニ アの 1治験例
0 田 中松平 ， 金子 芳夫 ， 吉 田千尋
く有松中央病院外科1





2 ． 後腹血管肉腫 の 1例
0 田 中正 樹 ， 木谷栄 一 ， 旭 伸 一
服部 昌和 ， 笠 原善郎 ， 三 崎明 孝
村北和広 ， 細川 治 ， 中川公三
武田孝之 ， 谷 川 祐 ， 森 田偉人
渡辺国重 ， 津 田昇志， 山崎 倍
く福井県立外科
山道 昇 く同 病勒
小西二 三男 く金医大病町
3 ． 副腎皮質腺病の 1例





0津沢豊 － ， ． 青光 裕 ， 伏田幸夫
大堀 功 ， 高森正 人 ， 広沢久史
黒 田 吉隆 ， 辻 政彦 く富山県中外科
座長 島 弘三 く富山労災病院外科1
5 ． 高齢者手術唇者の 問題点
0倉知 臥 磯部次正 ， 中 文彦
く辰 口芳珠記念病院外糾
大森俊明く同 内科
6 ． 在宅静脈栄養中に 肺出血 ， 腎出血 を来 した 1例
0服部昌和 ， 森田 信人 ， 旭 伸 一
田 中正 樹 ， 笠原善郎 ， 三 崎明孝
村北和広， 細川 治 ， 中川公三
武田孝之 ， 谷川 祐 ， 渡辺 国垂
木谷栄 一 ， 津田昇 志， 山崎 信
く福井県立外椰
山道 昇， 土 井下健治 く同 病勒
小西 二 三 男 く金医大病勢
7 ． 全身温熱療法に て転移リ ン パ 節の 縮小 をみ た原発
不明癌の 1例
0 桐山正人 ， 八 木雅夫 ， 津川 浩 一 郎
谷 卓， 富 田 寛 ， 清水康 一
泉 良平 ， 野 口 昌邦， 宮崎逸夫
く金大2州
8 ． 消化器 病 に 対す る温熱化学療法の 感受性試験の基
礎的検討
0 津川 浩 一 郎 ， 米村 豊 ． 村岡恵
一
仲 井培雄 ， 松本 尚， 木村寛伸
鎌田 徹 ， 竹川 茂 ， 大山繁和
小坂健夫， 山口 明夫 ， 三 輪晃
一
宮崎逸夫く金大2州
田中基裕 ， 佐 々 木琢磨 く同 が ん研化療鮒
9 ． 十 二 指腸癌 4 例 の 検討
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10． 十 二指腸原発卵黄条腫瘍の 1例
0 中野 一 郎 ， 川 清華光 ， 大村健二
疋 島 寛 ， 金平永 二 ， 八 木真吾




0 皆川真樹 ， 飯 田善郎 ， 前原正 典
林 義信， 金 定基 ， 三 井 毅




12． 駿頓ソ 径ヘ ル ニ ア術後特異な経過 を た どっ た小腸
潰瘍の 一 例
0 沢崎邦広 ， 藤村 隆， 嶋 祐 一
巴 陵宣彦 ， 藤田秀春く高岡市民病院外科1
13． 腸重横 ． 穿孔 を呈 し た高齢者ク ロ ー ン病 の 1治験
例
0 伊藤雅之 ， 坂 本浩也 ， 松 田祐 一
上 野 一 夫 ， 島 弘三 く富山労災病院外科1
岡田保典 ， 太 田五 六 く同 病 理1
14． 腸重 横 をき た し た 回腸末端腫瘍 の 小児1切除例
0 川尻 文雄 ． 平野 誠， 橋川 弘勝
原 田 猛
，
酒徳光明 ， 斉藤 裕
龍沢俊彦く厚生連高岡病院外科1
増 田信 二 く同 病理1
座長 桶川弘勝 く厚生連高岡病院外科1
15． 盲腸痛 に よ る成人 腺重 横症 の 1例
0 土 山智邦 仁 小島靖彦， 出口 正 秋
新本修 一 ， 嶋田 紘 ， 中川 原儀三
く福井医大 1外I
16． 成人腸重横症の 1例
0 広瀬淳雄 ， 若狭林 一 郎， 池谷朋彦




井村 一 裕 く富山医薬大 1 病理1
17． 特発性慢性大腸偽性腸閉塞症の 1例
0 矢崎 潮 ， 川浦幸光， 大村健 二
疋 島 寛 ， 金平永 二 ， 伴登 宏行
花立史香 ， 岩 喬 く金大 1 外I
増永高時， 竹田康男く同 2内科1
18． 閉塞性大腸炎 に よ る 横行結腸穿孔 の 1例
0 宮本直樹 ， 津 田基晴， 北沢憤次
吉野利夫 ， 笠 島 学， 山本 恵 一
く富 山医薬大 1外I
安 田故実 ， 北川正信く同 1 病理I
19． 大腸穿孔症例の検討
0 田 中 尚， 北尾忠寛 ， 藤井 秀則
古谷正晴， 山本広幸 ， 伴 貞興
松下利雄 ， 城崎彦 一 郎， 田 中猛犬
く福井赤十字病院外科I
座長 笠島 学く富山医科薬科大学第1外科ナ
20． S字状結腸狭窄 に よ りイ レ ウ ス 症状 を呈 した 下行
結腸癌 の 1例
0 山崎 一 磨， 山岸文範 ， 島多勝夫
沢田石勝 ， 鈴木修 一 郎 ， 笠 木徳三
山下芳朗， 唐木芳昭 ， 田 沢 賢次
藤巻雅夫く宮山医薬大 2外1
21． S状結腸 に 認め た平滑筋肉腰 の 1例
0 原 和人， 高野 賢司 ， 横 山 隆
古 田和 雄く城北病院外科I
宮岸清 司 ， 山本和利く同 内科ン
柚木幸男く同 病理ン
的場宗雄く的場病院内科1
22． 若年者結腸癌 の 一 例
0 上 野 一 夫， 坂本浩也， 伊藤雅之
松 田祐 一 ， 島 弘三 く富山労災病院外科I
岡田保典く同 病理1
23． 大腸腺脛症症例 に お ける D N AIBrd Urd 二 重 染色
をも ち い た 細胞 回転 か らの 検 討
0 伊井 徹， 北川祐久 ， 石 田 哲也
竹川 茂， 鎌 田 徹 ， 大山繁和
神野正博， 小坂 健夫 ， 山 口 明 夫
米村 豊 ， 三 輪晃 一 ， 宮崎逸夫
く金大 2外I
座長 高島茂樹く金沢医科大学 一 般消化器外科1
24． 右側結腸癌 に お け る リ ン パ 節転移様式の 検討
0 冨田 富士夫 ． 福永 純
，
高嶋 連
櫛引 健 ． 芦田 義尚， 佐久 間寛
喜多 一 郎 ， 高島茂樹， 木南義男
く金医大 一 般消化器外科I
2 5． 当施設 に お け る大腸癌手術症例の 検討
0 高野 靖 ， 浅井伴衛 ． 菅 原昇 次郎
瀧田佳夫， 道場昭太郎， 木下 睦之
津田 宏信， 高松 傾く国立金沢病院外科1
26． 当院で 経験 し た大腸腺腫 と 大腸癌 の 臨床病 理学的
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検討
0 金 走基 ， 浅 田康行 ， 飯田 善郎
前原正典 ， 林義信 ， 皆川 真樹
三井 毅 ， 黒 田 譲 ， 三 浦将司
藤沢正清く福井済生会病院外科1
27． 肺転移を伴 っ た大腸癌手術症例 の 検討
0 出口 正秋 ， 磯部芳彰 ． 片山寛次
土山智邦 ． 広瀬和郎 ． 関 弘明
ノJl島靖彦 ， 嶋田 紘 ， 中jl原儀三
く福井医科大1外1
座長 中川正昭く石川 県立 中央病院消化器 一 般外 科
28． 脾機能冗進症 に合併 した び ま ん 性肝動脈療 の 1例
0 堀内哲也 ， 加藤泰史， 木村成 里
小 原弘嗣 ， 多保孝典 ， 北角泰人
増田靖彦 ， 谷川充彦 ． 村岡隆介
く福井医大2外1
29． 巨大脾リ ン パ 管腰 の 1 例
0 森田 克哉 ， 岩 上 栄 ， 片田 正 一
小田 誠 ， 品川 誠 ． 石 田 一 樹
森 善裕 ， 山田 哲司 ， 北川 晋
中川正 昭く石川県中消化器 一 般外 科1
30． Ha ss ab の 手術 を行 っ た IP Hの 1例
0 桝 田弘孝 ． 田 中茂弘 U二市厚生病院外科1
池 田 正 く同 内科I
泉 長平 く金大 2外1
31． 外傷 性肝破裂例 の 検討
0片田 正 一 ， 森 田克哉 ， 岩上 栄
小 田 誠 ， 品川 誠 ． 石 田 一 樹
森 善裕 ， 山田 哲司 ， 北 川 晋
中川正昭く石jl県中消化器 一 般外科1
座長 泉 良平く金沢大学医学部第 2外科ナ
32． 原発性肝癌 に お ける D N Aploidy patte r nの 検討
0谷 卓 ， 泉 良平 ， 涌出雅昭
北林 一 男 ， 堀地 肇， 薮下和久
桐山正 人 ， 清水康 一 ， 八木雅夫
宮崎逸夫く金大 2外ナ
33． 肝細胞癌 に 対す る 温熱療法併用肝動注化学療法の
成績
0 浦 出雅昭 ， 泉 良平 ， 清水 康 一
桐山正 人 ， 津川 清 一 郎 ． 谷 卓
堀地 肇， 北 林 一 男． 宮崎逸夫
く金大 2外1
34． 胆管腺属平上皮癌の 1例
0 上田 順彦 ， 高橋信樹 ， 村井 仁
山崎秀雄 ， 沢野 邦広 ， 平野 一 別
伽 賀中央病院外科I
35． 根治手術 し得た高齢者肝門部胆管癌の 1例
一 肝 内胆管空腸吻合の 一 工 夫－




36． 胆嚢腺筋症 ． 早期胆嚢癌 を合併 した 膵胆管合流異
常 の 1例
0 笠 原善郎 ， 旭 伸 一 ， 田中正樹
服部昌和 ， 三崎明孝 ， 村北和広
細川 治， 中川 公三 ， 武田孝之
谷川 祐 ， 森田 信人 ， 渡辺 国重
木谷栄 一 ， 津田 昇志 ， 山崎 信
く福井県立外科
山道 昇く同 病ヨ勤
小西 二 三 男く金医大病珂
37． 胆嚢穿通 に よ る 皮下膿瘍 の 1例
0 加藤泰史， 木村成 里 ， 小原弘嗣
多保革典， 堀内哲也 ， 北角泰人
増 田靖彦 ， 谷 川 充彦 ， 村岡隆介
く福井医第2州
38． 膵頭 部小乗胞性病変 の 1切除例
0加治正英 ， 上野桂 一 ， 角谷直孝
小林弘信， 中野 泰治 ， 中村 隆
太 田哲生 卜 永川 宅和 ， 宮崎逸夫
く金大2州
水上勇治く同 中検病矧
米島 学 く同 1軸
岡井 高く同 が ん研内剛
加登康洋 ， 山川 治く加登病院1
39． 膵襲胸腺癌 の 一 例
0 秋山高儀 ， 福島 亘 ， 徳重広幸





40． PD 術後 に 発生 した 胃膵吻合部の 膵液療 に 対して
非観血的治療法が奏効 した 1例
0 月岡雄治 ， 二 宮 致 ， 竹 田利弥
角谷直孝 ， ノJl林弘信 ， 中野 泰治
中村 隆 ， 太 田哲生 ， 上 野桂
一





1． 厚生連高岡病院形成外科 に お け る最近 6年 間の手
術統計
0長谷田泰男 ， 川中隆雄く厚生連高岡形成I
2 ． 金沢医科大学形成外科 に お け る15年間の 唇裂 ． 口
蓋裂患者の統計的観察
0 宮永章 一 ， 上 茂， 平敷貴也
野 田博司 ， 井手 裕 ， 岩脇理 佳
塚 田貞夫 く金沢医大形成I
3 ． 眼窟隔離症手術 に お け る 一 工 夫
0 川上 重彦 ， 石倉直敬， 安田 浩
谷 口 和佳枝 ， 佐藤祐子 く金沢医大形成1
4 ． 血管柄付遊離骨皮弁に よ る下顎再建
一 腸骨皮弁と肩甲骨皮弁 の検討 －
0 平敷貴也 ， 岡田 忠彦 ， 北山吉明
川上重彦 ， 上 茂 ， 野田博司
く金沢医大形成I
5 ． 下顎骨骨折 に お け る外国定法
0桜井伴子 ， 川上 重彦 ， 安田 浩
町野 重 昭 ， 山口 博 く金沢医大形成ン
6 ． 顔面変形 に 対す る ハ イ ド ロ キ シ ア パ タイ トの使用
経験
0太 田真人 ， 荒井正 雄 く福井県立形成ン
7 ． 正 中頸轟胞 6例 の検討
0吉川 秀昭 ， 赤羽紀子 く富山県立形成ン
8 ． 小児に み られ た apo crin e cystade n o m aの 1例
0島津保生 ， 林 洋司く浅 ノ 川形成ン
9． 悪 性黒 色腫の 3例
0上 野輝夫 ， 亀井康 二 く砺 波総合形成1
10． 重症熱傷患者 に お ける 受傷早期の凝固線溶系の 変
動
0 藤田 知代 ， 安 田幸雄 ， 石 倉直敬
安田 浩
，
加 田顕秀 ， 日比泰淳
く金沢医大形成熱傷 セ ン タ ー 1
11． 指尖部切断 に 対す る 治療経験
0 ノJl島正 嗣 く小松市民形成1
山本正樹 ， 池 田和隆 小 屋和 子
く石 川県中形成1
12． 自損に よ る陰茎外傷の 1治験例
0 中林仲之 ， 置塩良政く富山市民形成う
13． 重複尿道 の 3例
0 池田 和隆， 小 屋 和子 ， 井手 裕
山本正樹 く石川県中形成1
浅 野周二 ， 大濱和憲く同 小 児外科1
小島正嗣く小松市民形成1
14一 寝 たき り老人 に お け る裾療治療 の問題点
0 石倉直敬 ， 安 田幸雄 ， 北山吉明
藤 田知代， 加田顕秀 ， 岩脇理佳
塚 田貞夫く金沢医大形成1
15． 医療事故 を防 ぐた め に 日頃私が行っ てい る 対策に
つ い て
畷 稀苦く金沢市ン
第1 1会場 臨床 口 腔外科分科会
第 9回 臨床 口腔外科分科会
一 般演題
王 座長 高田保之 く金沢医大I
l ． 北陸中央病院歯科口腔外科 に お ける 外来患者 の臨
床統計的観察
0 ノJl択 一 嘉 ． 根橋 克明く北陸中央歯口外ン
泊 康男く同 内科1
加藤譲治く日歯大新潟第 2 口外1
2 ． 上 口唇 に 発生 した症贅の 1例





3 ． 成人 右側唇顎裂 の 1 治験例
0勝 田 誠 ， 小熊清史 ， 勝山 豪
西田明彦 ． 香林正治 了須佐美隆三
く金沢医大矯正歯ン
4 ． 最近経験 した下顎非対称の 2例
0藤元 栄輔 ， 西 出雅博 ， 今井 一 志
中島正 晴 ， 野尻 孝司 ， 馬場利人
山本悦秀く金沢大医歯 口外ン
工1 座長 林 解平く福井医大1
5 ． 悪 性腫瘍 を疑わ せ た歯肉増殖症の 1例
0 坂牧由浩 ， 永森 司 ， 寺島龍 一
山内浅則 ， 杉本裕史 ， 岩井正 行
古田 勲く富山医薬犬歯 口外I
6 ． 成人 に み られ た 舌小帯部 の裾癌性潰瘍
0 中美俊大 ， 小笠 原利行 ， 西 出直人
玉 井 学 ， 伊東俊裕 ， 林 解平
石井保雄く福井医大歯 口 外1
7 ． 味曹の 微細構造 に 関す る電顕的研究





大平 三 四郎 ， 塩田 覚く金沢医大歯口 外1
111 座長 坂下英明 く石川県中1
8 ． 白板症 に 対 す る凍結治療後 9年目 に 発生 した頬粘
膜癌 の 1例
0 西出雅博， 藤元 栄輔， 能崎 晋 －
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松原完也 ， 中川清昌， 山本悦秀
く金沢大医歯 口 外1
9 ． 著明 な帯状痛疹 の 1治験例
0西 出直人 ， 小笠 原利行 ， 玉 井 学
都築雅弘 ， 小林 恒 ， 林 解平
く福井医大歯口 外1
10． 下顎骨の ガ レ ー 氏 骨髄炎の 2例
0 宮田 勝 ， 坂下英明 く石 川県中歯 口外1
車谷 宏 ， 林 守源く同 病理1
教育講演
座長 塩 田 覚く金沢医大1
口 腔粘膜癌の浸潤様式と そ の臨床的意義
金沢大学医学部歯科口 腔外科学教室
教授 山本悦秀
工V 座長 船本長 一 朗 く金沢医大I
ll． 筋機能療法 を応用 した前歯部開唆症例
0 中川 真． 下村隆史． 出村 昇
高田保 之 ， 須佐美隆三 く金沢医大矯正歯1
12． 上 顎骨 に み ら れた 巨大な歯根糞胞の 1 例
0 藤元 毅 ， 中尾治郎く国立金沢歯 口 外ナ
13． 鼻歯槽喪胞の 1例
0室木俊美 ， 児島伸也 ， 川尻 秀
一
岡部孝 一 ， 仲井雄 一 ． 山本悦秀
く金沢大医歯 口外1
14． 歯原性嚢胞 に お け る表装上皮の 表面微細構造 に 関
す る走査電顕的研究
0 戸部晴美 ， 上 田 由美， 綿 谷 晃
高 沢 一 艮 ， 船本長 一 朗 く金沢医大歯 口鮒
V 座長 岩井正行く富山医薬大1
15． 特異な組織像 を呈 した 顎 下腺炎 の 1例
0河内昭人 ， 寺 島龍 一 ． 永森 司
湯 口正 治 ， 児島三 津男 ． 岩井正 行
古 田 勲く富山医薬大歯 口 外I
16． 顎関節症 に 対す る 理学療法の 効果 に つ い て
0 中新敏彦 伽 賀八幡温泉歯口 外1
1 7． 歯科治療後に 発現 した 顔面神経麻痔 の 1例
0 熊谷茂宏 ， 村上 圭司 ， 鹿渡靖子
高塚 茂行 言加藤隆三 ． 山本悦秀
く金沢大医歯 口外1
VI 座長 中川清昌く金沢大医1
18． 口 唇に 発生 した M o n o m o rphic A de n om a の 1 例
0朝倉慎 一 郎 ， 眞舘藤夫 ， 折本 聡
沢田敏晴 ， 岩井正 行 ， 古田 勲
く富山医薬大歯口州
19． 口底 に 発生 した 神経鞠腫の 1例
0 根橋克明 ， 小沢 一 嘉 く北陸中央歯口州
泊 康男く同 内科
加藤譲治く日歯大新潟第2 口 鮒
20． 結核患者に み ら れ た下顎歯肉癌 の 1例
0 田 中眞也く小松市民歯口相
島 田敏辛く同 内科
宮田 勝 ， 坂下英明く石 川 県中歯 口州
21． M idfac eDeglo ving 法 を応用 した 上 顎骨悪性腫瘍
手術の 2例
0 坂下 英明 ， 宮 田 勝く石JIl県中歯口 州
車谷 宏 ． 林 守源く同 病勒
第12会場 皮 膚 科 分 科 会
日本皮膚科学会北陸地方会第334例会
1 ． ネ ル 寝 巻に よ る pigm ented c o nta ctder m atitis の
1例
0 能川昭夫 ， 稲沖 真 ， 村田 久仁男
く金沢対
2 ． モ ン ド ー ル 病
0 服部邦之 ， 熊 谷武夫く高岡市尉
3 ． 赤血 球増多症を伴 っ た 四肢 の 多発性潰瘍
0 田 中武司 ， 北村清隆く国立金柑
西部武嗣く金沢刊
4 ． 上 大静脈症候群 の 1例
0 西尾賢昭 ， 根本公夫く金沢医村
岡田恒人く同 呼吸器内科
5 ． Papillo m ato sis c utis c a r cin oide sGottr o nの 1例
0鈴 木 薫 ， 武 田行正 く金 沢医対
6 ． 頭部 に 限局 した 尋常性天病疫 の 1例
0 加世多秀範 く小松市矧
武田行 正 く金沢医村
7 ． Subc o rn e al pu stula rde r m atosis Sn eddo n
－W il．
kin s o n
O 八 町祐宏く湖北総創
河原謙 一 ， 上 田恵 一 く福井医村
東 晃く敦賀刊引
8 ． 膿癌性乾癖
9 ． 全身 に 汎発 し ，
た扁平苔癖
0 熊 谷武夫 ， 服部邦之 ， 佐藤英敏
く高岡市矧
毛包周囲の ア ミ ロ イ ド沈着 を伴っ
0 鐘居昭弘 ， 春木智江 ， 丸山友裕
く富山医薬対
111 7
10． DL E と合併 した L E P
O 宮崎克子 ， 篭浦正 順 ， 桧垣 修 一
く富山医薬大1
阿部貞夫く高岡市I
ll． Sj6訂e n 症候群の 1例
0 谷口 章 ， 高田 実く金沢大1
12． 輸血後 GV H Dこ 3例の 報告
0高 田 実，筒井 清広，川原 繁
く金沢大1
澤 重治， 松 永康弘く同 第 1外科I
斉藤勝彦 く同 第 2病理1
坂井秀彰く金沢市立I
13． 多発性結節性筋膜炎7
0 高石 公子 ， 中島智子 ， 丸尾 売
上 田恵 一 く福井医大1
14． Weber－C hristia n dis e a s eの 1例
0 佐藤英敏 ， 大島茂人 く厚生連高剛
阿部貞夫く高岡市1
15． 母 斑 細 胞母斑 に 伴 っ た m ultiple milia ry o steo －
O 中野道夫 ， 大津山賛 ， 斉藤明宏
松井千尋 く蕃山医薬大1
16． Congenitalsm o oth m u s cle ha m a rto m aの 1 例
0 井本敏弘 ， 小 林博 人 く金沢医大I
17． 帯状痛疹後神経痛 に 対す るイ オ ン ト フ ォ レ ー ン ス
療法
0 山岸雄 二 ， 福井米正 く黒 部市民ナ
18． 院内感染の 原因 と な っ た ノ ル ウ ェ ー 疹癖 の 1例
0 福井米正 ， 山岸雄 二 く黒 部市民I
京井優典く桜井病院1
19． ホ モ セ ク シ ャ ル に よ る陰部外下府 の 1例
貝原弘牽く健保連大阪中央ン
20． エ ク リ ン 汗孔腫
0 石 田久 哉 ， 青山文代 ， 中島智子
上 田 恵
一 く福井医大1
21． Ec crin ehydr o cysto m aの 2例
0 中久 木 ゆか り ， 米沢郁雄く福井赤十字1
22－ Rudim entary polyda ctyly
O 石 倉多美子く公 立 松任石ノl仲 央1
川島篤弘く金沢大第 1 病理1
23． 皮膚線経歴
0 光戸 勇， 塩 浜敬子 く福井県立ン
24． 腱鞠巨細胞腫 の 1例
0 森 俊典 ， 松本繚 － く富山市民1
島崎栄 一 ， 高柳甲立 く同 研究検査部I
25－ Fibro epithelio m aくPinku sl の 1例
長井 忠く富山市ン
26． 紅色肥厚症
0 池田 啓子 ， 鍛冶友昭く富 山県立中央1
赤羽紀子 ， 吉 川秀昭く同 形成外科ン
三輪浮夫く同 病理1
27． 脂漏性角化症か ら発生し た Bo w en病
0 倉 田幸夫く富山労災I
扇谷利こ く魚津市1
28． 爪下無色素性悪性黒色腫 の 1例
0 村田 久仁男 ， 申橋 猛 ， 谷 口 章
く金沢大1
石倉多美子 く公立石川中央1
第13会場 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 医学分科会
第21回 北陸リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン医学集散会
一 般演題 I
l ． 吃音症状が認め ら れ た失語症の 3例
0 堂 ケ崎裕美く公立能登総合病院I
相野 田紀子 く金沢医科大病院1
2 ． 失語症の に お け る音韻論的弁別特性
一 伝導失語と純粋語唖 の比較 －
0 中野 徹 ， 柳原国彦． 鈴木敏雄
く山田温泉病院1
亀井 尚く福井医技専1
3 ． 失語症患者 の高圧酸素療法 に つ い て
0 柳 原国彦 ， 中野 徹 ， 鈴木敏雄
く山田温泉病院I
亀井 尚く福井医技専1
4 ． 左前大脳動脈領域の 梗塞 に より 失語症お よ び 高次
動作性障害 を呈 した 1例
0 砂原 伸行 ， 西 田 勇人 ， 示 野小百 合
く高志リ ハ 病 院I
5 ． 呼 吸 機 能 回復 訓練 器 を 使 用 し て の W E AK
V O工C Eへ の ア プ ロ ー チ
0 中野 徹 ， 柳原 国彦 ， 鈴木敏雄
く山田温泉病院1
亀井 尚く福井医技専1
一 般 演題 II
6 ． 脳血 管障害急性期リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン の 開始時期
0 伊藤秀樹， 塩 井美 紀 ， 館 美智子
中林広枝く富山赤十字病院1
7 ． 脳卒 中に 起因す る拘束性肺機能障害 に 対す る ス ー
フ ル の 効果
一正常人 との 比 較 －
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0 木村千鶴子 ， 島田 政則 ， 山口 ま ゆ み
野地真寿美 ， 山口 伸 一 く福井総合病院一
斉藤幸江 ， 堀 秀昭 ， 髪元 朋史
く福井医技専1
8 ． 橋出血 4例 の理 学療法経験
0 中林広枝 ， 塩井美紀 ， 伊藤秀樹
く富山赤十字病院1
9 ． 頭部外傷と脊髄損傷 を重複 した 四肢麻痔患者 に 対
す る理 学療法の 経験
0 山崎裕 之 ， 辛島修 二 ． 寺 田佳世
山口昌夫 くリ ハ 加賀八 幡温泉病院一
勝木道夫く声域病院ナ
10． 筋萎縮性側索硬化症患者の A D L障害に 対す る作
業療法 を経験 して
0酒井広勝 ， 寺 田佳世 ， 田中昌代
古谷美紀代 ， 西 出義明 ， 建部明代
土場好美， 西村真由美 ， 山口昌夫




11． 脳損傷後 に 生 じた股関節周囲の異所性骨化の 2症
例
0岸谷 都 ， 末 吉春信 ， 松本忠実
く金沢大学病院1
立野勝彦 ， 染突富士 子 く金沢大学医短1
12． 脳性麻痺 の足変形 に 対す る 手術治療
0 影近謙治 ， 野村忠雄 ， 林 律子
安竹秀俊 ， 野村 進 く石神整肢学園1
13． 大腿 骨頚部骨折患者の痴呆 と歩行能力に つ い て
0 諏訪勝志 ， 石 渡利浩 ， 出口 清書
井 口 正 秀 ， 岩尾和美 ， 大谷 源造
内山清 一 ， 川畑義光 ， 埴生知則
く恵寿総合病院ナ
演出茂治 ， 立 野 勝彦く金沢大学医短I
14． R A患者 の 上 肢機能障害が歩行 に及 ぼ す影響
0 佐野 正和 ， 前田 真 一 ， 三秋 泰 一
く金沢大学病院1
立 野 勝彦 ， 染矢富士 子 ， 浅井 仁
く金沢大学医短1
15． 当院に お ける腰痛教室の紹介
0 野 原和彦 ， 辛 島修 二 ， 田中昌代
山口昌夫くリ ハ 加賀八 幡温泉病院ン





16． Ariel 機 を用 い た膝関節屈筋 一 伸 筋群 の筋特性に
関す る 一 考察
0松 浦康孝 ， 山田俊昭 ， 神戸晃男
西村誠次 ， 山崎安朗 ， 東田紀彦
く金沢医科大病院1
山口昌夫 くリ ハ 加賀八 幡温泉病院I
1 7． 健常人大腿 四頭筋 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル 解析
0神戸晃男 ， 山田 俊昭 ， 松浦康幸
西村誠次 ， 山崎安朗 ， 東田紀彦
く金沢医科大病院1
山口昌夫くリ ハ 加 賀八 幡温泉病院1
18． ハ ン マ ー 叩打時の 筋電図に よ る検討
0 西川拡志く石川県判
西村誠次く金沢医科大病院1
柴田克之 ， 生 田宗博く金沢大学医勒
19． 重さ の異 な る物体 を 一 定距離に お い て 移動さ せる
時間に つ い て
0原 田千里 く陽凰郵
関 昌家 く金沢大学医矧
20． 指示 図 を変 えた 時の結 び方 の 羞 に つ い て
一 精神 科作業療法 に お け る マ ク ラ メ ー
0 森川祥 子 ， 山本 ひ と み ， 松本完治
く福井病院j
一 般演題 V
21． 先行 ． 失認 を 呈す る ア ル ツ ハ イ マ ー 型 痴呆 の1症
例
0富 田栄子 ， 町 田 ま どか ， 清田朱美
進藤浩美 ， 埴生知則 く恵寿総合病掛
22． 当院 に お け る重度痴呆老人 に 対 す る音楽活動につ
い て
0 大西好子 ， 野村 泰江 ， 井村純子




23． 老人保健施設 に お け る機能訓練の 実際
0 大野真由巳 く福井ケ ア セ ン タ
ー1
高橋利幸く樽原病掛
24． リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お け る交流分析 の有用性に
つ い て 一 第 1報 －
0石 田圭 二 ， 山崎京子 く福井医技割
高村敏広く新 田塚 ハ イ ツ1
梨木 勲 ， 島 田正 則く福井総合病掛
2 5． 病 院の QC サー ク ル 活動
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1 ． 語音聴力検査 に お け る マ ス キ ン グ法の検討
0松平登 志 正 ， 山下公 一
， 相野 田紀子
く金沢医大I
2 ． 外耳真珠腰 の 手術症例と その 成 因の 考察
0 宮 田辰 夫く高岡市I
3 ． 巨大 な先天性真珠腰 と中頭蓋商事術




山嶋哲盛 ， 山下純宏く同 脳外I
4 ． 内リ ン パ 水腫推定検査 の 問題点 く両側例 へ の 応
用l
O 伊 東宗治 ， 将横 日出夫 ， 麻生 伸
上田晋 介 ， 戸田 佐都紀 ， 赤萩勝 一
渡辺 行雄く富山医薬大I
5 ． 前頭 ． 節骨洞薬胞に 対 す る T チュ ー ブ 留置法
0 野田 一 郎 ， 涌井慎哉 ， 大坪俊雄
藤枝重治， 斎藤 等く福井医大1
6 ． 扁摘症例の 統計的観察
一病巣感染 を中心と し て－
0 井利 孝 ， 横山和 則 ， 宮内博史
松井 都 ， 宮田 千菊 ， 山下公 一
く金沢医大1
7． 当科に お ける 下 咽 頭腫 瘍症例
0 北川和久， 加納美樹子 ， 中川土郎
く富山県中ン
8． 声門下狭窄 に て 発症 した relapsing polycho ndri－
tis の 1例
0 角田 篤信 ， 枝松秀雄 ， 宮崎 巨
山下公 一 く金沢 医大I
高野 正 美 伽賀中央1
9． 咽頭癌 ． 胃癌の 重複癌に 対す る 一 期的手術療法
0 大井秀哉 ， 渡辺 行雄 ， 大橋直樹
山本森弘く富山医薬大1
藤巻雅夫 く同 2外1
10． 顎下腺多形腺腫 の 2例
0 山田 武千代 ， 津田 豪太 ， 森 繁人
藤枝童治， 吉 田幸夫 ， 斎藤 等
く福井医大ナ
11． 異所性の唾液腺組織 をみ と め た側頸療の 1 例





l ． 幼若期高 プ ロ ラク テ ン血 症雌ラ ッ トに お け る乳腺
腫瘍の 発生 に つ い て
0 加藤三 典 ， 小浜隆文 ， 岩脇俊也
寺 田 督
，
赤祖父 一 知 く金大産婦人科1
乳癌 と プ ロ ラク テ ン くP R Lナと の 関連 に つ い て は ，
最近盛ん に研 究さ れ て お り ， 高 P R L血症下に お け る
発育促進作用 はも と よ り ， 腫 瘍潜伏期間の短縮ある い
は 延長 と様々 な 関連が示 唆 され て お り ， い ま だ 結論 の
域 に 達 し て い な い の が 現 状 で あ る ． 今 回 我 々 は ，
dopa min eblo cker で あ る pim ozide を幼君期 よ り自
由摂取 させ ， 摂取73日後 に D M B Aを乳腺組織内に 局
所投与 し ， 腫 瘍発生ま で の潜伏期間及 び腫瘍の 組織型
な ら び に 組織内 P R Lの局 在 に つ い て検討 した ． 幼君
期よ り pim o zide を摂取 させ た群に お い て 乳腺腫瘍発
生潜伏期間の短縮 ， 腺病細胞 に 強い P R Lの 局在 さ ら
に組織型 に お い て ade n o c a r cin o m aの著 明 な増加 を
認め た ． こ れ ら は P R Lの iniciate rと して の作 用 を示
唆す る も の で あ り ， ま た E2， Te stostero m eの 大量 投
与 に よ り潜伏期の延長， 組織型 に お け る A de no c a rc－
in o m aの 比 率の減少 を認め ， これ ら は E2大量投与 に
よる 高 P R L血 症下で の 乳癌の 発現抑制作用 を 示唆 し
て い る様 に 思わ れ る ．
2 ． 当科 に お け る子 宮頸管ク ラ ミ ジア感染 に つ い て
0 土 田 達 ， 大酢和書夫 ， 前川道郎
深江 司 ， 山下直樹 ， 松本裕史
く金沢赤十字病院産婦人科ナ
当科に お い て1987年 8月 よ り1989年8月 ま で 胎児心
拍 の 確認 さ れ た妊 婦全 員く1793名1， 及 び頸管炎 ， P 工D
の 疑わ れ る 一 般患者く935名う に ， E工A法に よ り 頸管よ
り得 られ た材料 で C， Tr ac om atis の 検出 を行 っ た ．
妊 婦 で は63名く5．3％1 一 般患者で は98名く10．5％I に ク
ラ ミ ジア が検出さ れ た ． 妊婦 に お い て は母児間の 垂 直
感染が認め ら れ て お り ， 又梅 毒， ト キ ソ プ ラ ズ マ よ り
高率 に 検出さ れ る た め
，
今後妊婦 一 般検査 に 含 めら れ
る べ き で あ る と 思 わ れ る ． 一 般患者 で は ， 19歳以 下 の
若年者 に お い て は ， 31．4％と 高率に 認 め ら れ たが ， ク
ラ ミ ジ ア感染が不妊症 と も関係 して い る と 言わ れ て お
り ． 若年者の 診察に あ た っ て は ， 充分ク ラ ミ ジ ア感染
を念頭 に お き 検査 ， 治療 を しな く て は い けな い と思わ
れ る ．
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3 ． 風疹 工gM 抗体結果の 解釈





風疹 の 検査 は E LISA に よ る IgM 抗体検査が行 わ
れ る よ う に な っ て ， H 工抗体検査 を用 い て い た 時 よ り
も そ の 感染時斯 を よ り 正 確 に 判定 で き る よ う に な っ
た ． しか し なが ら， 長期間の IgM 抗体持続例 や測定
キ ッ ト に よ る感度の違 い を診断 の 際 に は十分考慮 に 入
れ な けれ ば な ら ない ． そ こ で ， 今 回 は妊娠初期 に 風 疹
1gM 抗体が陽性 を示 し診断に苦慮 し た 症例 を 3例提
示 した ． 症例 1 は妊娠初期 に 工gM 抗体が陽性 であ っ
た が ， 偶然10 か月前 の IgM 抗体陽性 の血清 を 入 手 で
き ， 長 期 IgM 抗体陽性症例と判 明 し ， 正 常児 を 出産
した ． 症例 2 も妊娠初期の IgM 抗体が陽性 で あ っ た
が ， 4年前 か ら H 工抗体が高値 を示 して い た症例で あ
る ． 症例3 は風疹 ワ ク チ ン を接種後 7 か月後 の妊娠初
期も 工gM 抗体が陽性 に 検出さ れ た症例 であ る が ， 正
常児を 出産 した ．
4 ． 子 宮破裂後 ， 大量出血 の た め反復手術 を受 け感染
症 を合併 し た症例の 治療経過
0 佐竹紳 一 郎 ， 大 口 昭英， 館 野政也
く富山県立中央病院産婦人科
抗生物質療法の 発達 に よ り術後感染症 は減少 した と
は言 え， そ の 治療 は容易 で な い 場合 もあ る ． 今回我々
は子 宮破裂 の た め ボ ロ ー 手術 を 受け た後 ， 反復手術が
行 われ ， 骨盤内感染 を合併 した 症例 を経験 し た の で報
告す る ．
症例 は29歳 ， 1 回経産婦 ． 妊娠40過 に て 某医で 子宮
破裂の た め ボ ロ ー 手術 を受 けた 後 ， 腹壁 よ り多量 の 出
血 を認め縫合術が施行さ れ たが ， 再度大量の 性器出血
を認 め ， 当院に 紹介 され た ． 入 院の 土 子 宮残部切除
術 を施行 した が ， 発熱が 続き下腹痛 を訴 えて い た ． 術
後3 日目 に 再出血 の た め膜壁縫合術 を行 っ た が ， 2 日
後 に Sho ck と な り， 開腹 し た と こ ろ骨盤内 に 大量 の 出
血 が 観察さ れ た ． 組織 は脆 く ， 止血 に 困難 を感 じた ．
悪 臭が あり ， 嫌気性菌の 感染 を疑 っ て ， 組織部分 の 培
養で は E． c oli， E． fa e calis， B． fragi1is が 検 出 さ れ
た ． 止血 を完了 し た上 で ， ド レ ー ン を留 置 し 閉腹 し
た ． 術 後は種々 の 抗生物質 の投与 で 著効が み られ ， 最
終手術後40日 で退 院 した ．
5 ． 妊娠双 頸双 角子 宮の 一 方に 溜膿症を合併 し た 1例
0 高橋義弘 ， 生水真紀夫， 原田丈典
飯田和質く福井県立病院産婦人科1
妊娠 双頸双角子宮 の右側子宮腔 に 溜膿症 を合併 した
症例 を経験 した の で 報告す る ．
く症例ン
28歳 ， 主婦 ． 1年 5月 3 日く妊娠25週1よ り性器出血
． 腹部緊満が 出現 し た ．
く現症ン
軽度子宮収縮あり ． 腱 は単 一 ， 子 宮 口 は左右2胤
右子宮 口 より 出血 あ り ， 両 子 宮 ロ と も に 閉鎖 して い
た ．
く経過ン
入 院後 ， 症状 は軽減 し て い た が ， 5月12 日に子 宮収
縮が強ま り ， 右 子宮 口 よ り膿汁の流出 な ら び に壊死物
質の排出 を認 めた ． 右側 子宮腔 の溜膿症 と診断 し， 抗
生物質の投与 ． 頸管関大 ． 子 宮腔洗浄 な どを行 っ たと
こ ろ ， 膿汁排出が減少 し ， こ れ に 伴 っ て子 宮収縮も軽
減 し た ． こ れ 以 降 ， 症状 は安定 し ， 7月27 日く妊娠3欄
4 別 に 正 常分娩室っ た ． 分娩後 了泌尿器科的検索
に て ， 右腎欠損症 ， 恐 らく先天性単腎症 の 合併も判明
した ．
座長 佐竹紳 一 郎 く富山県立中央病院産婦人 相
6 ． 出生前診断が可能であ っ た 胎児水腎症 ， 鎖肛 ， 合
併症例
0 土用下麻美， 羽根停泊 ， 上田 由生子
吉沢 久， 安沢紀夫 ． 高林晴夫
桑原惣隆く金沢医科大産婦人椰
八十島昂甫 ， 田 守正則 ， 吉 田勝彦
く公立能登総合病院産婦人椰
超音波 に よ る 胎児診断の進歩 に よ り ， 出生前から形
態異常児が発見さ れ ， 管理治療 さ れ る機会が増加して
い る ． 当院 に お い て ， 出生前に 水腎症 ， 先天 性心疾患
を 掛 11 産科 ， 小児 札 小児外科の 協力の も と ， 胎生
期か ら新生児 期 へ と共同管理 が 行わ れ 救命 した症例を
経験 した の で 報告す る ．
症例 は31歳 2 回経座臥 妊娠30週 に 胎児 の右水腎症
ぉ よ び先天 性心 疾患 を疑わ れ ， 妊娠3 4週 に 当科 に紹介
され 入院 と な る ． 当科 に て も 同様 の所見 を認め ， 妊娠
37週 1 日 に 小 児科 と小児外科の た ちあ い の も と帝切に
て Ap ga r sc ore 6点の 3054g 男児を娩出し た 一 児は
直 ち に 診察検査が 行わ れ ， 鎖 肛 ， 右 水 腎症 が確認さ
れ
，
生後 1 日目 に 人 工 肛門造設術 と腎療造設術が行わ
れ た ． さ ら に ， 詳細 な検査 に よ り ， P D A ＋A S D， 尿管
異所性開口 お よ び直腸尿道痩の存在が診断さ れた 一
今後 ， 超音 波検査以外 に も諸検査 を多角的に 検討す
る 事 に よ り 胎児異常 の早期診断率 を向上 し ， 他科専門
医 と連携の も と ， 周産期の予後 を改善 し て い く事が必
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要であ る ．
7 ． 妊娠初期絨毛採取 に よ る先天性代謝異常症 の 出生
前診断 田 unte r症候群症例 に つ い てl
O 朝本明弘 ， 矢吹朗彦 ， 干場 勉
西本秀明 ， 北村修 一
く石川県立 中央病院産婦人科1
Hunte r症候群 は遺伝性ム コ 多糖代謝異常症 2 型に
分類さ れ る iduron ate s ulfata se 欠損症 で伴性劣性遺
伝形式を と る ■ 従来 こ れ ら の先天 性代謝異常症 の 出生
前診断は妊 娠中期の 羊水細胞 を用い て 行わ れ て き た ．
今 回 ， 妊 娠 1 1周 に 絨 毛 採 取 くCho rio nic V illu s
S ampling， C V Sl に よ っ て 出生前診断 を試 み た ． 約
60m g の絨毛組織 を採取 し 一 部 を染色体検査に ， 残 り
を酵素活性測定 に用い た ． 別 に 2例の 妊娠 7過人 工流
産絨毛を対照と した ． 直接法 に よる 染色体検査 は 46，
X X の正常女性核 型 を 示 し た ． 同 時 に 測 定 した 絨毛
idur o n ate s ulfata s e活性 は ， 被検絨毛3．07n m ollm g．
pr oteinlhr， 対照2．07お よ び1．69 と同等 の 値 を呈 し ，
胎児は正 常女児と判定 した ． 検査後の 妊娠経過 は順調
で， 38過 で 3100g の 健常女児 を出産 した ． CVS は代
謝異常症や D N A診断 に よ る 出生前診断 に 際 し， 細胞
培養が不要であ り大幅 な時間短縮 が最大 の 利点で あ
る ．
8 ． 双 胎にお ける 一 児子 宮内胎児死亡の 1例
0 道倉康仁 ， 山崎 洋 ， 松田 春悦
く市立敦賀病院産婦人科1
酒諸 忍 ， 林 宏行 ， 園田 毅
く同 小児科1
寺田忠史く金大第2病理1
症例 は26歳の 1経産婦 ． 双胎妊娠 で ． 妊娠21週頃よ
り1児の発育不良 を指摘さ れ て い た ． 妊娠29遇 で 里帰
り分娩の た め京都 よ り 市立敦賀病院 を受 診 した と こ
ろ ， 1児は正 常発育 を して い た が ， 1 児 は既 に 胎内死
亡 してい た ． 双 胎妊娠で 1 児が胎内死 亡 を起 こ した場
合， 生存児 に 中枢神経系 を含む多臓器障害 が 発 症 く子
宮内 D工C また は子 宮内栓塞症候群Iす る こ と が 知ら れ
てお り ， 早期娩出 を考慮 した が ， 受 診翌 日 く昭 和6 3年
10月5 削 自然陣痛発来 し分娩 と な っ た ． 死 亡 児 は
670g の 浸軟児 で
，
病理 解剖所見 で は外表， 内臓と も に
奇形 はな か っ たが ， 臍 帯辺縁付着が認 め られ ， 1絨毛
2羊膜性で あ る こ と よ り ， 1卵性双 胎 と思わ れ た ． 生
存児は 1312g で ， R D Sの た め N IC Uへ 入 防 人 工 呼
吸器に て 呼吸 管理 した が ， 頭部 C Tで 高度脳萎縮 を認
め， 多脳胞性脳軟化症 と診断さ れ た ． 母体の 分娩お よ
び産裾経過に は 特に 異常 を認 めな か っ た ．
9 ． 精神分裂症 の 分娩管理
0 金子 利朗 ， 土 用下麻美 ， 高木弘明
園部久也 ， 吉沢 久 ， 安沢紀夫
高林晴夫 ， 桑原 惣隆
く金沢医科大屋婦人科I
精神分裂病患者は妊娠中絶術ま た は不妊手術の適応
と な るが ， 時に は 配偶者 の希望 に て妊娠継続 し管理 を
し な けれ ばな ら な い こ と が あ る ． 一 般 に は ， 妊娠 中
は ， 保護的環境 が保 たれ や す く ， 精神障害 の増悪や再
発 は少な い が ， 妊娠 初期 お よ び末期に 認 め る こ とが 多
い ． 今回 は， 我々 が 当科 に お い て 経験 し た精神分裂病
緊張型 1例 ， 破 爪 型3例 の妊娠 ， 分裂例 を病状経過 を
た ど りな が ら 報告す る ．
経過と して は ， 全4症例中， 3例に 妊娠中， 産裾期
で再発 ， 増悪 を認め ， う ち 2例 は c orltrOl不能状態 を
認 め る に 至 っ た ． ま ず問題 と なる の は ， 定期検診の可
能性 ， 入 院施設く塵科病棟か精神科病棟 か1， 分娩 ， 産
裾管理 で ある ． 一 般 に は ， 精神科病棟 へ 収容す る こ と
が 多い ． 再発 ， 増幕 を繰 り返 し ， 精神分裂病の病状悪
化 へ 導く こ と を考 える と ， 本来は 妊娠環境 を持た な い
よう 避妊 ， 不妊 手術 な ど を指導す る こ とが 適切 と思わ
れ る ． しか し ， 諸事情 に て妊娠 ， 分娩 ， 慶福 の 管理 を
す る場合 は精神神経科医 と連絡 を密に し共同管理 し，
出産後 は充分な保護的環境 を持つ こ とが 必要 で ある と
思 われ る ．
座長 岡部三郎 個 立金沢病院産婦人科1
10． 高齢 く55歳I の 胞状奇胎 の 症例
0 佐川 菅生 ， 上野 浩久 ， 高橋義久
飯田和質 く福井県立病院産婦人科1
大森正弘く大野保健所1
高齢者 の 胎状奇胎患者 で は ， 侵入奇胎や絨毛癌な ど
の 疾患が 続発す る 可能性 が高 く その 診 断 ． 治 療 に 当
た っ て は十分注意す る必要が ある ． 最近 ， わ れ わ れ は
55歳 の 高齢婦人 に 発 生し た胎状奇胎の 症 例 を経験 した
の で ， 若干の 考察 を加え て報告し た ．
患者 は 4 経妊 2経産婦人 で ， 32歳で 第 2 子 を正常分
娩し た後 は今回 ま で 妊娠 し た こ と はな か っ た ． 1988 年
8 月27日 よ り 6 日間 を最終月経 と して 無月経 と な り ，
同年10 月21日 に 当科 を受診 し た ． 子 宮は超手挙大 に 腰
大し て お り ， 超音波所見 及 び 尿中 h C G値 く4 00，0 00
工UノLlな どか ら子 宮筋腫 を合併し た胞状奇胎 と診断 し
た ． 単純 子宮全摘術及 び 両側付属器切除術を施行 し た
が
， 手術後 h C G値 の 低下が遷延 し M T X投与 を行 っ
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た ． そ の後 ， 尿 中b C G値 は速や か に 低下 し ， 以 後現在
まで 再発 の兆候 な く経過 して い る ．
11． 帝王 時 に偶 然発見 され た絨毛癌の 1例
0長谷光洋 ， 大月 澄 ， 佐 々 木博 正
河原和美 ， 宿南憲 一 ， 三 科政枝
加藤栄 一 ， 吉 田好雄 ， 井上 修司
根上 晃 ， 竹 内 譲 ， 紙谷尚之
小辻文和 ， 富永敏朗く福井医科大産婦人科ン
絨毛癌 の初発症状 と し て は不 正 性器出血 ． 呼吸器症
状 な どが 多く認 めら れ ， ほ と ん ど の 場合 な ん ら か の症
状 を伴 っ て い る ． ま た脳 ． 肺 な どの転移巣 に よ る症状
が最初に 出て 他科 を受診 し手術 に よ り摘出 した腫癖 の
検索 か ら絨毛癌 と診断さ れ る こ と も ある ． 今 回 ， 我々
は妊 娠前及 び妊娠中に 何の 症状も見 られ ず ， 偶然 ， 帝
王 切開時 に見 つ か っ た 腰痛の 検索 か ら絨毛癌と診断 し
た症例 を経験 し た ので 報告す る ．
症例 は24歳 ， 1 回経妊 0 回経産く昭和59年 5 月人 工
流産1． 昭和63年 8月23 日 よ り 7 日間 を 最終月経 と し
て妊娠 に 至 る ． 5月 9 日く妊娠36遇 3 別 に 中毒症 ． 子
宮内胎児発育遅延 ． 潜在性胎児仮死 の た め に 腹式帝王
切開術施行 し ， 1900g の 男児 を娩出 した ． こ の 時左卵
管起始部 に 外面 は他の梁膜面 と変 わ り な い い や 柔 らか
な 鳩卵大 の腰痛 を認 め ， こ れ を切 除 し検索 した と こ ろ
絨毛癌を発見 した ．
12． 肺転移巣 の切除 を行 っ た絨毛癌 の 2例
0 岡部三 郎 ， 丹後正 紘 ， 川原領 一





渡辺棋 七郎 く同 病理I
化学療法抵抗性 ， お よび転移巣の 状態 に よ っ て は肺
転移巣の切除は絨毛癌の治療 に 近年 そ の有用 性が 確認
さ れ て い る ．
第1例 は化学療法後 ． 肺転移巣 の 区域切除が有効で
現在外来 で追跡中で ある ．
第2例 は化学療法後 ， 肺転移巣 の 2 回 の切除 を施行
し化学療法を併用 した が そ の後肺転移 が出現 し放射腺
治療く全脳照射1脳室内 へ の 化学療法剤 の投与 を行 っ
て い た が 急速 な全身転移く甲状腺部 ， 肝 ， 腹 腔 内 ， 乳
腺1 の た め死亡 した ．
以上 ， 最近経験 し た肺転移絨毛癌の 対照的な 2例の
ム
コ言
経過 を報告 し ， 肺転移巣 の 切除に 関す る考 え方 を述べ
た ．
座 長 矢吹朗彦く石Jtl県立中央病院産婦人科1
13． 92歳経産婦 く8回1， 完全子 宮脱 に 対 す る フ ァ ー
ザ ー ギ ル 手術の 症例経験 に つ い て
0 内田 － く金 沢市内田病院1
患者 は ， 正 確 に 言 う な ら ば 明治30年 6月生 ． 手術
時， 平成 元 年4月24日 ， 生後91歳 と10 ケ月 に て ， 完全
子 宮脱 並 び に 膀胱脱出， 主訴 は歩行困難 ， 性器 出血，
排尿排便障害で あ る ． 過 去 ， 演 者 の 行 っ た 約1 0万例
くフ ァ ー ザ ー ギ ル 代手術 は 回復手術 で な い が ， 簡単な
開腹手術 に 相当す る ． 1 の 内 ， 極最近 の卵巣腫瘍 の1
例 を含 め ， 90歳以 上 の 手術例 は ， そ の 内 2例に すぎな
い ． 閉鎖循環式 で 手術 を施行 ， 特 に 著明だ っ た のは ，
術 中， 心 電 図上 の変化 も な く ， 年齢の 関係上 ， 基散布
の退化 が著 し く膀胱壁が薄 く ， ま た長年月 に 渡っ て腫
脱 の症状 が続 い た た め に ， そ の 角化変性が極 めて著明
だ っ た他 は ， 何等異常な く現在 に 至 る も ， 再発 の 兆候
全く認め な い ．
高齢社会の 1つ の 現象と して ， 手術年齢 の最高年齢
も向上 し ， 過去行 っ た 約10万例 の内 ， 最近 の もう 1例
を含 め て ， 私 に と っ ては90歳以 上 は ， 全例 中2例を数
え るの み で あ る ．
14 ． 直腸癌原発 に よ る33歳産婦の ク ル ケ ン ペ ル グ腫瘍
の 1 症例
0 内田 一 く金沢市内田病院I
昭和31年1月 生 の33歳 の 2 回経産婦 で ， 肛門痛， 左
の 腹部腰痛 を主 訴と す る 患者 で ， 6月 8 日， 開腹手術
を施行 ， 卵巣の 小 児頭大の 実質性 の 腫瘍 で ， 一 見ク ル
ケ ン ペ ル グ腫瘍 を予 想 し ， 子 宮， 卵巣 を摘出後 ， 組織
検索の 結果 ， 粘液細胞 を含む典型的な腺癌 で ， 転移性
の ク ル ケ ン ペ ル グ腫瘍で ある こ と を確認 した ． 原発巣
を検索 す る に ， 直腸 の S 字状結腸の 下部 ， 肛 門よ り
7c m の 所 に 直腸筋層に 深く侵 入 し， 全周 囲 に 輪状に 進
展 した直腸原発癌 を発見 し ， 直腸 の切断術並 び に 人工
肛門造成 と リ ン パ 節郭清 は R3 の 領域 に 及 び ， 特 に 骨
盤側壁 の リ ン パ 節郭清も充分行 っ た ． この 症例を通じ
て卵巣の実質性腫瘍 の場合は ． た と え肛門出血 ， 肛門
症状の 有無に か か わ ら ず， 軽度 の痔 の 症状 が あれば尚
更の こ と ， 内診と 同時に 直腸診も必ず合わ せ て行う べ
き と思う ． こ の事 に よ り ， 少な く と も肛門よ り 7c m内
の 直腸癌原発 の ク ル ケ ン ペ ル グ腫瘍の原発巣は ， もっ
と早期 に 初期 の段階で診断が 可 能 で ある こ と を ， 常に
念頭 に お く べ き で あ る ．
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15． 手術 に よ り確認 さ れ た子 宮内膜症症例 の検討
0 福岡哲 二 ， 上 野 浩久 ， 生 水真紀夫
高橋義弘 ， 原田 丈典 ， 飯 田和質
く福井県立病院産婦人科1
昭和62年か ら 2年間 に 当科 に て施行 さ れ た 開腹手術
席料及び婦人科悪性腫瘍手術 を除く1192例中． 病理
組織学的に 子宮内膜症 と診断さ れ た 症例57例 に つ い
て， 内性群 く1 6例I， 外性群 く33例1， 両者合併群 く8
例りこ分 け ， 種 々 の 検討 を試み た ． 手術 時の 平均年齢
は， 内性群
－ 44．6歳 ， 両者合併群 － 41． 5歳 ， 外性群－
39．0歳 で ， 内性 群 は外性群 に 比 べ 有意 に 高齢で あ っ
た ． 臨床症状 の 発現頻度 は ， 内性群及 び両者合併群 で
は， 月経痛 ， 過多月経 ， 貧血 が 多く ， 外性群 で は下腹
痛， 下腹部腰痛感 ， 不妊が 多か っ た ， 流産の 既往率で
は， 自然流産 で は ， 各 群 と も1 8句 2 5％ で 差 を認 め な
か っ た が ， 人 工 流産 で は ， 内 性群 ， 両 者 合併群 が
各々 ， 53％， 63％で 外性群の2 9％に 比 べ 有意 に 高く ，
子宮腺筋症 の 発生機転の 1つ と して ． 子 宮内操作が関
係してい る可能性が 示 唆さ れ た ．
16． 膵メ ラ ノ ー マ の 長期経過例
0 高木弘明 ， 金子 利朗 ， 国都久也
吉沢 久， 安沢紀夫 ， 高林晴夫
桑原惣隆く金沢医科大鹿婦人科I
悪性黒色腫 は稀 な疾患で あ り 予後 は非常 に 不良で ，
治療法は い ま だ に 確立 して い な い ． 今 回 ， 我々 は謄粘
膜に原発 した と考 え られ る 悪性黒 色腰の 1例 を経験 し
たの で 報告 す る ． 症例 は38歳の 女性で昭和59年 9月 3
日 ， 子 宮癌検診希望の た めに 当院 へ 受診 ． 腫入 口部近
くの 後壁に 約 4x5c m の 表面平滑 で ， 膜壁よ りや や隆
起した黒紫色の腰痛を認め た ． 腱細胞診お よ び組織診
によ り上皮内性の 悪 性黒 色歴と診断 され ， 昭和59年 9
月11日に 広範囲 に 腹壁腫瘍摘出術 を施行 した ． 手術後
の化学療法 は O K 432 Tota147 K Eお よ び フ ト ラ フ ー
ル 800m gJ
lday を投与 し ， 同年10月13 日退院 ． 退院
後， フ トラ フ ー ル 800m gノday の 補充療法 に て 経過観
察し血 液検査
， 細胞診お よ び胸部 X腺 に お い て 異常 は
なく現在約 5年間生存 して い る ． く結論ン本症例の よう
に
， 早期発見治療 で き れ ば ， 治癒す る可能性も あ り ，






1 ． 発作性心 室頻柏の 3例
0 田 丸陽 一 ， 横本浩之 ， 上 野 康尚
堀田成紀 ， 久保 実， 大木徹郎
く石川県中小児内科1
く指定討論者1 金沢市森 田医院 森 田正 人
2 ． 気管支肺異形成 に お ける 心病変
0 市田 蕗子 ， 宮崎 あ ゆみ ， 津幡 眞 一
今村博明， 丸山明 夫， 嶋尾 智
鈴木好文， 岡田敏夫く富山医薬大小児科I
く指定討論者J 金沢医科大学小児科 豊田貢 一
3 ． A C T H療法中 に SIADH と思われ る症状を 呈 し
た点頭 て ん か んの 1 症例
0 安嶋美紀 ， 栗山政審， 重 松陽介
小西行郎 ， 須藤正 克く福井医大小児科1
く指定討論者1 金沢医科大学小児科 館 慶三
4 ． G H治療に よ る タ ー ナ ー 症候群 の 耐糖能異常
0 宮川和彦 ， 五 十嵐登 ， 佐藤 保
く金大小児科I
く指定討論者1 金 沢医科大学小 児科 高橋弘昭
5 ． Cr o u z o n症 候 群 で 高度肥満 を き た し sle ep
apnea を呈 し た 1女児例
0 山崎省行 く恵寿総合病院小児科I
安田純也く金沢医大小児科1
く指定討論者1 金沢大学小児科 佐藤 保
座長 小西行郎く福井医科大学小児科I
6 ． 感冒症状で発症 し た軽症 ミ オ グ ロ ビン 尿症 の 1例
O W ． Ke m al
井幕充彦． 沖野栄蔵 ， 高橋 弘醸
四家正 一 郎 く金沢医大小児科1
く指定討論者I 富山医科薬科大学小児科 鈴木好文
7 ． 尿蛋白分析か ら み た小 児特発性 ネ フ ロ ー ゼ症 候群
の 再発時の 検討
0 大嶋忠幸 仁 相場 進 ． 吉田 礼子
高井里香， 高橋 勉， 石原 俊二
黒 瀬京子 ． 原 正 則 ， 樋 口 晃
鈴木好文， 岡田敏夫く富山医薬大小児科I
く指定討論者I 金沢大学小児科 大田和秀
8 ． 線椎筋異形成症 に よ ると 思 わ れ る脳梗塞の 1例
0 春木伸 一 ， 福原 君栄 ． 足 立 壮 一
山中華好く福井県立病院小児科1
平谷美知夫 ， 坂 後恒久く福井県立小児療育 セ ン タ ー j
く指定討論者1 福井医大小児科 小 西行郎
9 ． 今冬流行 し た ヒ トロ タ ウイ ル ス 感染症の 臨床像
0 渡部礼二 くわ たな べ 小 児科医院ナ
く指定討論者1 浅ノ 川総合病院 野村隆子
座長 鈴木好文く富山医薬大小児科1
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1 0． 急性 腎不全 を呈 した エ ル シ ニ ア シ ェ ー ドツ ベ ル ク
ロ ー シ ス感染症 の 1 例
0 林 修平 ， 藤本雅之 ， 田里 寛
光吉 出 ， 阪 口 忠彦 ． 中村 凱次
く福井赤十字小児科1
く指定討論者1 金沢 医科大学小児科 安田純也
11． 腸間膜壊 死性 リ ン パ 節炎の 1例
0 鍛治恭介 ， 徳楽正 文 ， 山田 和 紀
大浜和憲， 浅野周 二 く石 川 県中小児外科1
渡部礼 二 くわ た な べ 小 児科医院ラ
く指定討論者I 金沢医科大学 小児外科 川中武 司
12． リ ン パ 管腰 に た い す る ピ シ バ ニ ー ル 局所注入 療法
0 野 崎外茂次 ， 塚原雄器 ， 河野 美幸
小沼邦男 ， 伊川磨道 ， 北谷秀樹
和 田知久く金沢 医大小児外科1
く指定討論者1 金沢大学 小児科 小泉晶 一
13． 当科 に お け る V U R手術症例 の 検討
0 南部 澄 ， 宮本正 俊 く富山市民小児外科I




座長 舘 慶三 く金沢医科大学小児科1
14． 水痘 に 合併 した 脊髄炎の 1例
0 瀬 野 晶子 ， 乗馬智子 ， 三 浦正 義
高田伊久郎く富山市民小児科1
二 谷立介く富山医薬大放射線科1
く指定討論者1 金沢医科大学 山田 燦
15． 中国に お け る腸重横症
0楊 貫く金沢医大小児外科I
く指定討論者I 福井県立病院小児科 春木伸一
16． 川崎病 に 対 す る免疫 グ ロ ブ リ ン 療法の 多施設 に よ
る検討
0 久保 実く石川県川崎病治療研究グ ル ー プ一
策17会場 泌尿器科分科会
第345 回 日本泌 尿器科学会北陸地方会
症例報告 りり
座長 石川成明く富山医薬大1
1 ． 15歳女子 に み ら れ た腎細胞癌 の 1例
0 平田 昭夫 ， 熊木 修 ， 長野 賢 一
久住治男く金大1
伊藤 正典く同 第 2内科1
水上勇治く同 病 理部1




矢島 軋 織田邦夫く同 内科
長束秀 一 く同 放射腺和
上 田善道く金大 十 勒
3 ． 広 汎 な尿路上皮内癌 を伴 っ た 腎孟尿管移行上皮痛
の 1例
0 平野章治 ， 川口 正 一 ， 美川郁夫
く厚生連高剛
増 田信 二 く同 病理科
北 川清秀 く同 放射線科
4 ． 腎孟 腫瘍 を合併 した馬蹄腎の 1例
0 小 林徹治． 島田 宏 一 郎 く福井県剥
5 ． 非 外傷性腎周囲血腫 の 一 例
0洒本 護 ， 坂 井健彦 ， 風間泰蔵
布施秀樹 ． 片山 青 く富山医薬対
6 ． 尿管再開通 に よ り 腎療不 要と な っ た骨盤内悪性腫
瘍症例 の 検討
0 田近栄司 ， 中村武夫く富山県立中対
7 ． 化学療法が著効 を示 した 尿路上皮癌 の 肺転移巣治
療中 に 発 見さ れ た 三 重複癌 の 1例




蟹本雄右 ， 岡田 謙 一 郎 く福井医村
症例報告く2l
O 座長 下 在和く金沢 医大I
8 ． 腎杯憩室結石 に 対す る E S WL の 経験
0 馬込 敦， 下 在和 ， 池田龍介
田中連朗 ， 江原 孝 ， 川村 研二
山 口 智正 ， 喜久山 明 ， 小林重行
鈴木孝治 ， 津川龍 三 く金沢医村
9 ． 膀胱原発悪性 リ ン パ 腫 の 1 例
0 村山和夫， 勝見哲郎く国立金沢1
小 西 杢子 ， 渡辺 棋七 郎く同 研究検査和
10． 膀胱腫瘍 と診断され た異 所性前立腺 ポ リ ー プの 1
例
0石 田武之 ， 宮崎公臣， 横山 修
藤田幸雄く藤田記創
渡辺麒七郎く国立 金 沢研究検査料
11． 最近経験 した精巣上 体及 び前立 腺結核 の 2例
0 南 後 修 ， 長野 賢 一 ， 西野昭夫




C E A高値 を示 し ， 前立 腺原発と
考 え られ た 1剖検例
0 加藤正博 ， 神田 静人 く富山市矧
高橋洋 一 ， 黒 崎正 夫く同 内科
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高柳 甲立 く同 病理科1
13． 尿路上 皮癌肺転移 に 対す る動注療法 に よ り発症 し
た食道 一 気管支療の 1 例
0 和田 修 ， 鈴木裕志 ， 磯松草成
同 一 幸
，
斉川 茂樹 ， 三 輪吉司
蟹本雄右 ， 岡田 謙 一 郎 く福井医大I
谷ノけ允彦 ， 村岡隆介く同 第 2外科I
臨床的研究
座長 内藤克輔く金大I
14． 折笠 法に よ る V U R防止 手術の 経験
0 酒井 晃， 萩中隆博 く富Lu 赤十字ナ
15． 前立腺肥大症手術患者の 他科的合併症の 検討
0 浅利豊紀 ， 川 口 光平く公立能登総合1
16． 睾丸腫瘍 に お け る胎盤性ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ タ ー
ゼの 血 清中お よ び組織内濃度 に 関 す る検討




17． セ ミ ノ ー マ 患者 に お ける 血 中胎盤性 ア ル カリ フ ォ
ス フ ァ タ ー ゼ の 臨床的評価
0 山本 肇く国保輪島I





1 ． 18番染色体短腕部分欠失の 1 症例
0 中川啓子 ， 古田 寿 一 ， 小山善子
安本真由美 ， 山口 成長 く金沢 大医神経精神j
2． M ini－ De mentia Sc ale と パ ソ コ ン を用 い た Lin e
Orie ntatio n Te st － 痴呆の 早期診断法の 開発－
0 金 英道 ， 葛野 洋 一 ， 太 田良子
松井 三 枝 ， 倉知 正 使
く富山医薬大医神経精神1
3． 神経精神科領域 に お ける 眼 球眼 瞼連合運動
0 新 田信也 ， 田 口 真源 ， 榎戸美佐子
鳥居方策 く金沢医大神経精神1







4 ． 金沢 医科大学に お け る 小児の 胃 ■ 十 二 指腸潰癌 に
つ い て
0 平 口 裏理 工 榎戸美佐子 ， 平川博之
北本福美， 鳥居方策く金沢医大神経精神I
北谷秀樹く同 小児外科1
5 ． 恐怖発作 と僧帽弁逸脱一健常成人 と の 比 較 －
0 大 森晶夫， 村田 哲人
， 本多み よ 子
越野 好文 く福井医大神経精神1
浜田敏彦 ， 福井純 一 く同 検査部1
三沢利博く同 第 3内科I
伊藤達彦く福井県立精神病院I
6 ． Respir ato ry dyskin e sia の 1例
0 柴 田良子 ， 数川 憶 ， 金 英道
倉田孝 一 ， 倉知 正使
く富山医薬大医神経精神1
田中佐 一 良く富山赤十字病院耳鼻咽喉科ナ
7 ． Pa rkin so nis m 患者の 開瞼時限球運動
一精神分裂病患者と の 比 較 －
0 角田 雅彦． 湯浅 悟 ， 藤井 勉
清水昭規 ， 倉知正 使く富山医薬大医神経精神I





村田 一 郎 ， 中川博幾 ， 伊崎公 徳
く福井医大神経精神ナ
9 ． 髄液異常を伴う家族性失調症 の 1剖検例 くVI





lO． せ ん妾100症例 の 臨床検討
0 小 林克治 ， 山口 成良く金沢大医神経精神1
武内 徹 ， 鈴木道雄く高岡市民病院神経精神1
11． Folie a de u xの 1 症 例に つ い て
－1 卵性双生児の 心 中未遂例－
0 辻 幸江 ． 草野 亮 偏井県立精神病院1









間所垂樹 ， 伊藤達彦 く福井県立精神病院I
13． Halope ridol 急性投与の ラ ッ ト脳 グル コ ー ス 利用
に 及 ぼ す影響 に つ い て
0 安 井伸 一 ， 村田 昌彦， 倉知正 使
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く富山医薬大医神経精神1
14． 精神分裂病患者の12彗－I M P S P E C T所見
－ そ の 経時的変化 に つ い て－
0湯浅 情 ， 藤井 勉 ， 三辺 義雄
江守賢次 ， 柴田 良子 ， 倉 知 正 佳
く富山医薬大医神経精神1
瀬戸 光く同 放射線科I
15． 精神 分裂病の パ ー ソ ナ リ テ ィ ー に つ い て
0 岸谷和之 ， 伍賀と よ 子 ， 結城 幸彦
く結城病院1
16． 精神科医の精神衛生 に つ い て の 若干の 考察
－ HaloperidoI De c a n o ate の使用 経験 か ら －
0 武 内 徹 ， 鈴木道雄
く高岡市民病院精神神経1
小林寛治く金沢大医神経精神1
17． 大学入 院患者の 福井県立精神病院デ イ ケ アの 利用
に つ い て
0 間所重樹 ， 広瀬茂宏 ， 辻 幸江
草野 亮く福井県立精神病院1
佐々 木 一 夫 ， 堀 江 端 ， 林 卓也
中川博幾 ， 伊崎公 徳く福井医大神経精神I
三木勅男く福井大保健管理 セ ン タ ー 1
18． ア ル コ ー ル 依存症の 内観療法
一 箱庭作品を め ぐ っ て －
0草野 亮く福井県立精神病院1
山野俊 一 ， 本 田 徹 ， 吉本博昭
く富山市民病院神経精神I
棟居俊夫， 坪 田任弘
く福井県精神保健 セ ン タ ー I
第21会場 臨床病理 分 科会
第14回 北陸臨床病理集談会
当番幹事 寺畑書朔く金沢医大臨床病理1
血i夜 ． 凝 固
座長 森川 浄く福井医科大学1
1 ． コ ー ル タ ー V C Sの検討
0 富谷久子 ， 橋爪 一 子 ， 吉田知 孝
長原晴美， 大江宏康 く金沢大検査部ン
松原藤継 く同 臨床検査医学I
いまじめ にコ フ ロ ー サイ トメ ト リ ー 法 に よる 白血球5
分類装置， コ ー ル タ ー V C Sを試用 し ， 若干 の 検討を
行 っ たの で報告す る ．
亡対照 と 方法コ 当院 外 来 ， 入 院 患 者 を 対 照 に
E D T A－2K 血 を用 い ， 同時再現性 ， 経時変化 ， 視算法
との 相関 を求 め た ． また血液疾患患者 での 異常細胞の
検出能も検討 し た ．
亡結果コ 同時再現性 で は ， 分画比 が高 い ほ ど CV が小
さ く ， 分画比20％以 上 で は C V 5％以 下で あ っ た ． 経
時変化 は ， 室温 で 6 句 8 時間変化 は認め られ な か っ た
が ， 4
0
C保存 が よ り 安定 し て い た ． 視 算法 と の 相関
は ， Ne ニ r ニ 0． 955， Ly．二 r ニ 0 ．9 4 9， M o ニ r こ
0．554， Eo ニ r ニ 0．930， Baニ r ニ 0．285 であっ た ． 血液
疾患患者15例中 3例 くLym pho m a2， A L LIJ が False
n egativ e とな っ た ．
仁結語コ コ ー ル タ ー V C S は， 同時再現性 ， 経時変化は
ほぼ 良好 で あ り ， 視算法 との 相関で は ， M o ， Ba を除
い て 満足な結果が得 られ た ． な お ， リ ン パ 球系の 異常
細胞 は と ら えに くく ， 分画比 や血算 デ ー タ 一 に 異常の
あ る もの は ， 視 算法 で確認す る こ とが ， 肝要で あ る ．
2 ． Tw o－ C Olo rcyto m etry に よ る リ ン パ 球 サ ブセ ット
の 解析
0 千田 靖子 ， 高村利治 ， 小林和 美
く金沢大検査勒
橋本琢磨 ， 松原藤継く同 臨床検査医学1
川村哲朗， 山鳩哲盛 ， 山下純宏
く同 脳神経外科
Tw o－C Olo r cyto m etry に よる 機能的 リ ン パ 球 サ ブ
セ ッ ト検査 に つ い て検討 した ．
0方法 こ 全血 法で 分離 した 白血球浮遊液 と モ ノ ク
ロ ー ナ ル 抗体 を反応 させ
，
固定後 ， F A CSc a nで解析
した ． 砂モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体の 種類 と臨床参考値く表
11砂C D 8＋ dbn細 胞は N K活性く＋ ＋1C D 16＋ Le u7＋細
胞 と 良好な相関 が得 られ た ． C D 8＋ 細胞が 高率 に 認め
ら れ て も ， N K細胞も 含 まれ て い る ので Ts， Tc の 増
加と は 断言で き な い ． 9C D4JC D 8比 に 伴 う サ ブ セ ッ
トの 変動は ， T h． Ts よ り も Ti， Tc が 強く 関与 して
い る ． 命工F N一月 投与脳腫癌 に お い て ， 腫瘍免疫の主役
を担う Tc の増 加が み ら れ た症例 は予 後が 良好で あっ
た ．
表1
T C D 3＋ 62一 － 81％
T h C工14＋ Le n8
－
2一 － 30％
T8 C D 8＋ C工Ill＋ 3 一 －17％
N E柵 C D16＋ Le n7
－
2 一 － 8％
N K＋ C D16
－




Ti C工I4＋ Len8＋ 11一 －41％





N EII C D 16＋ Le n7＋ 3 一 －23 ％
学3． 凝固時間法に よ る Lupu s a ntic oagulant の測定
0 岡田敏春 ， 市川雅彦 ， 泉 敦
橋本儀 一 ， 杉本 英弘， 森川 浄
黒田満彦く福井医大検査部1
A P T T， 希釈 A P T TくD－A P T Tl． カ オ リ ン 清性化
P T TくKP T Tlお よ び蛇毒時間くRVVTlの 4 種類 の凝
固時間法 に つ い て ， 抗凝 固剤 の 影響や各種疾患に お け
る Lupu s a ntic o agula ntくL AI の 出現頻度 を調 べ た ．
い ずれ の 方法 に つ い て も再現性 は C V 2％以 内と良好
で あ り ， ま た 健 常 人 32名 か ら 求 め た c ut off値
くMean＋2S Dl は A P T T42． 0， D，A P T T5 6． 3，
KP T T 80．0， R V V T 41 ． 秒で あ っ た ． そ して被検血
祭での 測定値お よ び 被検血祭と正 常血祭の混合血祭で
の測定値が とも に Cut Off値 を上 回 っ て い れ ば L A陽
性と判定し た ． また い ずれ の方法 に つ い て も ワ ー フ ァ
リ ンの 影響 は認 め られ な か っ た が ， ヘ パ リ ン の 影響 に
つ い て は A P T T， D－A P T Tに 比 べ ， K P T T，
R V V T で強 い 結果で あ っ た ． S L E患者 く1 8名1 で の
L A出現率 を み ると ， K P T Tお よ び R V V T の28％に
対し ， D－A P T T 17％お よ び A P T Tで は 6％で ， 前2
者の 感度が高 い 結果で あ っ た ． L A の測定法 と して は
ヘ パ リ ン 治療 の 有無 を確認 しな が ら ， K P T Tま た は
R V V T を実施す るの が 望ま しい ．
4 ． モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 を用 い た安定化 フ ィ プリ ン分
解産物測定試薬
くフ ィ プリ ノ ス チ コ ン キ ッ り の 検 討
0 泉 敦 ， 岡田敏春 ， 市川雅彦
黒 田満彦く福井医大検査部ウ
ニ 次線溶の 指標 と な る D－dim e rに 対 し て 特異的 に
反応する モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体を 用 い た フ ィ ブ リ ノ ス チ
コ ン キ ッ ト く小野 薬品 こ 以 下本法I に つ い て 検 討 を
行っ た ．
本法 は ， 血 祭検体 の 使用 も 可能で あ り ， 凝 集像の 判
定個人差も少な く ， フ ィ プ リ ノ ゲ ン及 び D ， E分画標
準品 とも 交差反応が認 め られ な か っ た ．
本法 で 正 常 ， 他法 で異常と判定さ れ た割合 は 二 本法
と同様の モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 を用 い た ， ラ ビ デ ィ ア法
く富士 レ ビ オ1 で は16例 中 1 例 く6 ％1 D－ Dite st 法
くBM Ylで は18例中1例 く6％ン で あ っ た ． こ れ に 対
し
， 抗 フ ィ プ リ ノ ゲ ン 抗体 を用 い た F D P L法く帝国臓
掛 で は ， 20中5例く25％1 と ， な っ た ． F D P L法 で
は， 実際 に 二 次線溶が起 き てい な く て も 見か け上 異常
となる ケ ー ス も あ る も の と思 わ れ た ．
5 ■ 透析患者の 奇形赤血球 の 検討
11 27
0 池田 直行 ， 長田三 枝子 ， 河合雄 二
山副有子 ， 鳩山信代， 山本文子
く石川県立中央病院中央検査部ナ
亡目的j 赤血球破壊の 一 要因で あ り ， bu r rc el 等 の 奇
形赤血球増加 の原因 とさ れ る体外循環 を受 け て い る透
析患者に 奇形赤血 球 が どの 程 度あ る の か 知 ろう と 考
え ， 若干の 検討 を行 っ た の で ， その 成績 を報告す る ．
仁方法コ透析患者総数46人 よ り無作為に30人 を選 び
，
定期検査時 の ス ピナ ー 塗抹標本 を材料と し ， 自動血液
像分類装置 H E G－120 を使用 し て赤血球1000個の う ち
奇形赤血球が何個 あ るか を算定 した ． な お対照 と して








く奇形赤血球数の 平均値 の 差の 検定 ． ぽ ニ 0 ．0封
1月 と対 照 十 有意の 差認 めず
2 月 と対照 二 有意の 差認 めず




透析歴 100－ 2000 日 と対照 一 有意の 差認め ず
透析歴2 00 0－ 5000 日 と対照 一 有意の 差認 めザ
以 上 の 結果 ， 透析技術 ． 材質の 向上 した現在， 従来か
ら 指摘さ れ て い た ほ ど， 透析に よ る赤血球の 損傷 は多
く な く
，
奇形赤血球 の ほと ん どは腎不全く細血 管障害
症1 に よ る red cell fragm entaitio n だ と推測さ れ る ．
6 ． 白血 病表面 抗原 の 解析
0 安江静香 ， 吉本良三 ， 塩 原慎太 郎
末永孝生く金沢大輸血部I
大竹茂樹 一校 田 保く同 第3内科1
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 を 用い た細胞膜抗原 の 検索 は ，
造血器腫 瘍の 分化段階や c ell lin e age を決定 す るの に
有用 で あ る ． 今 回我々 は白血 病細胞 の 膜抗原の 解析 を
行 い ． F A B分類と の 比較検討 を行 っ たの で報 告す る ．
対象こ 金沢大学第 3内科と その 他関連病院よ り依頼
さ れ た 急性白血病44例 ， 慢性骨髄性白血病の 急性転化
6例で す ．
結果 こ 11 F A B分類の M IJ V M 5の 結果と 免疫学的
診断と は 良く 一 致 し て い た ． 2コ F A B分類 の Ll，
1128 学
L2に は リ ン パ 系 マ ー カ ー 陽性例 以 外に 骨髄系 マ ー カ ー
お よ び血小板関連抗原くC Dw4り 陽性例が含 ま れ て お
り ， 免疫学的診断後 M l， M 2， M 7に 再分類さ れ た ．
31 L． ， L2の C e11 1in e age は殆 どが B細胞系で ， T細
胞系が 1例 と biphen oty pic を 1例認 め た ． 41 Ll，
L2 を区別す る特徴的な マ ー カ ー は認 め な か っ た ．
結論1 免疫学的診断法は F A B分類 と組み合わ せ ，
正 確な診断に 必要で ある ．
生 化学
座長 小熊 豊く富山医科薬科大学ン
7 ． 多変量解析に よ る生物学的年齢の推定
一 運動群と非運動群の 比 較 －
0 喜多め ぐみ ， 谷島清郎 ， 鹿 取 京
本間啓子 く金沢大医療技術短期大学部1
臨床検査値の年齢や運動の有無 に よる 測定結果の違
い に 対 して ， より 客観的 ， 標準的 な評価 を行う た め ，
各個人 の検査値 その も の を用 い た多変量解析法の 応用
を試み た ．
20歳 へ 60歳代の 健常女性49名 を対象 に ， 握力 ， 柔軟
度 ， 負荷試験 に よ る 心拍数 の変化等 の 運動機能 と酵
素 ， 脂質 ， 蛋白 質等の 血 清成分 を型 の ご と く 測定 し
た ．
予め ， ア ン ケ ー ト調査に よ り概略的に 運動群 ， 非運
勤評 に分け た 両群 を血清の L D H値 ， C K値 と負荷試
験 に よ る 心拍数の 変化億 を 用 い た判別関数分析 を行 っ
た結果 ， 前者17名 ， 後者3 2者と 明確 に 区分で き た ． こ
れ らの 2群に つ い て ， それ ぞ れ の 測定項目 に よ る重 回
帰分析 を行っ た結果 ， 運動機能 に よ る 非運動群 の 推定
年齢 は暦年齢 と の 間 に 重 相関係数0． 9 41 1， 寄与 率
0．8857の 推定式が得 た ． しか し ， 血 清成分で は ， 寄与
率が0．4868 と小 さ く再検討の 必 要が あ る ． た だ し ， こ
の 推定式か ら 運動群 の年齢 を推定す ると 全体的に 若 く
出た ．
8 ． 日立705 を用い た フ ル ク トサ ミ ン ドロ ッ シ ュJ の 検
討
0堀田 宏 ， 奥村次郎 ， 笹島正 一
市川 一 栄 ． 山本硬俊 ， 湯上 博
吉谷久子
，
長原三 輝雄 ， 田中 め ぐみ
長原 晴美 ， 川端 容子 く金沢大検査部1
橋本琢磨 ， 松 原藤継く同 臨床検査 医学1
フ ル ク トサ ミ ン 測定 に お け る BaKe r ら の 原法 で
は ， 10分か ら15分の 間に 比 色 を 望 ま し い と して い る
が ， 我々 は 日立705形自動分析装置 を用 い ， 反 応 を 7
分か ら約9 分の 間で 比 色す る レ イ トア ッ セ イ に よ る応
会
用 を試 み た ．
そ の 結果 ， 同時再現性 ． 日蓮再現 性 ． 直線 性に おい
て は ， 原法を用 い た コ バ ス シ リ ー ズの 報告 より も劣る
が ， 干渉物質 の影響 ， 検体の 保存性 ． 血糖値と の関係
に つ い て は ， 同様 の傾向であ っ た ． 今後 ， 日常検査で
問題 と な る の は どリ ル ビ ンの 影響であ っ て ， こ の場合
の 測定結果の解釈 に つ い て は ， 検討の 余地 を．残 した ．
しか し ， フ ル ク トサ ミ ン値 は ， 食事の 影響 を受 けず2
週間前の血糖値 と良く相関す る こ とか ら ， ヘ モ グ ロ ビ
ン AIc な どと と も に ， 糖 尿病 コ ン ト ロ ー ル 指榛のひと
つ と して 有用 で あ る と 思わ れ ， ま た ， 測定時間の 短い
自動分析装置 へ の 応 用 も 可能 で あ る こ と を確認 した ．
9 ． 自動分析測定装置 を用 い た酸性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ測
定法の比較
0 京極 貫， 井村敏雄 ， 森河 浄
黒 田満彦く福井医大検査珊
昨年本学会で ， 2 ， 6 － ジ ク ロ ロ ー4－ フ ユ ニ ル リ ン酸
くD C N P． l を基 質 と した ダイ ヤ カ ラ ー ． A C Pく小野薬
品1 の 基礎的検討 に つ い て 報告 した が ， 他法 と の 回帰
式が原点 を通 ら ない こ とや ， 反応 液中で の混濁が問題
点 と して残 っ た ． そ こ で 今回 は ， そ の 原 因を検索し，
それ に と も な う測定値 へ の影響に つ き検討を行 っ た．
反応液中で の 混 濁 の原因 に つ い て 検討 した結果， 第
一 試薬 で ある酢酸緩衝液 の濃度 を ， 0．1 Mか ら0．175 M
に す る事 に よ っ て解消 し ， 活性備 に す ると約 10 ロハ の
減少 が み ら れ た ． こ の こ とか ら ， 総酸性ホ ス フ ァタ ー
ゼ くT．A C Pン や 前立腺性 酸性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ くP－
A C Pl は ， 従来で は 高く 測定 して い た こ と に なり ， こ
れ に よ り ， 1一 ナ フ テ ル リ ン 酸法と の 回 帰式 も y ニ 1．43
x ＋31．2か ら y ニ 1 ．35x ＋23．9 と若干改善 さ れ る結果
と な っ た ．
こ れ らの 改良 に よ り ， 本法 に よ る 比 較的高感度な
A C P活性が測定で き る も の と思わ れ る ．
10． 日立736分析装置を 用 い た ク レ ア チ ニ ン ， ク レア
チ ン の 酵素的測定
0 加納章弘， 安 田将吾 ， 祖 父江嘗由貴
井村敏雄 ， 森河 浄 ， 黒 田満彦
く福井医大検査鮒
日立736分析装置 を用 い て ， 酵 素法 に よ る ク レ アチ
ニ ン ， ク レ ア チ ン 測定試薬の 検討 ， 並 び に こ の両者の
同時測定 に つ い て の 検討 を行 っ た ． 試 薬に は ， ク レア
チ ニ ン測定用 改良試薬ダイ ヤ カ ラ ー ． C R E． ネオ及
び ク レ ア チ ン 測定用 試薬 ダ イ ヤ カ ラ ー ． CRく小 野薬
品1 を用 い た ．
1129
0 直線性 ， 同時及び 日差再現性 ， 添加 回収試験 は良
好な結果を得 た ． 珍また ， ク レ ア チ ニ ン 測定用 改良試
薬の試薬吸光度 の 経 日変化の 検討で は ， 10日間で 0■08
A B S と改善前の1ハ0に 改善さ れ て い た ． 命共存物質
の影響は ， ク レ アチ ニ ン で は乳 び で負 ， ク レ アチ ン で
は ジタ ウロ ビリ ル ビ ン で 負の 影響 が ， 一 応 認 め ら れ
た ． ゆク レ ア チ ニ ン の Jaf柁法 と の相関 に つ い て の検
討で は ， 血清 ， 尿 共 に 良好で あ り ， ま た尿検体の測定
も十分可能 と考 え られ た ． 魯正 常範囲は血清 ク レ ア チ
ニ ン男性0．83ル 1．21m gJdl， 女性0．60へ 0 ．95m gldl，
ク レ アチ ン男性0．16へ 0．8 8m gノdl， 女 性0， 20旬 1 ．00
mgノdl と なっ た －
11． グリ コ ヘ モ グロ ビ ン 分画装置 くH P L C法ン を用 い
た ヘ モ グ ロ ビ ン F の測定と そ の意義
0 井村敏雄
， 千葉志津樹 ， 岡田敏春
森河 浄， 黒 田 満彦 く福井医大検査部1
H P L Cを組 み込 ん だ 自動グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン 分 画
装置くH A 諸111 Aニ 京都第 一I を用い て ， ヘ モ グ ロ ビ ン
FくH b円 の 測定と ， そ の 臨床的意義 に つ い て 検討 を
行っ た ．
0直線性 は37．1％ ま で 認め ら れ ， 同時再現性 は 0〆 ， － ノ
2．45％と良好 で あ り ， 4
0
Cに よ る検体保存で ， 1週 間
は安定であっ た ． C21 アル カ リ変性 テ ス トくBetke 法1と
の相関は n こ 29， r こ 0．997， y 二 1．136x － 0 ，232と
な っ た ． 笹正 常者359例 を対象に 測定 し た と こ ろ ， 134
例で H b Fが 分画さ れ な か っ た ． 9分画 され た225例 に
つ き H b Fの正 常範囲 を求め た と こ ろ ， 0．25旬 1．17％
とな っ た ． ま た ， 正 常者 に お ける1．2％以上 の Hb F発
現頻度は5．6％で あ っ た ． e 各種血 液疾患21例中13例 ，
悪性腫瘍27例中16例お よび 甲状腺疾患 の 1部 に H b F
値の 高値 を認 めた ．
疾患時に お け る H b F異常値 の出現機序 に は不 詳の
点が多い ． 今後 ， 対象疾患 を拡大 し ， 更 に H b F異常
値の 出現す る病態 に つ い て ， 検 討し て 行 きた い ．
細菌1
座長 藤 田信 一 く金沢 大学1
12． 細菌検査装置 セ プ タ ー シ ス テ ム の 使用 経験
0 西垣 卓美， 山下正 宣 ， 黒 田満彦
く福井医大検査部1
細菌検査装置セ プタ ー シ ス テ ム に つ い て ， ブ ドウ球
菌， 緑膿菌 の薬剤感受性の基礎的検討 を行 っ た ． 標準
菌株 は S． a u re u sA T C25923と Ps． a e rugin o s a
A T C2 7853を用 い ． 臨床由来株は S． a u r e us 60株 と
Ps． a e rugin o s a60株 を用 い た ． セ プ タ ー テ ス トパ ネ ル
M I CくM I Cパ ネ ルン， セ プ タ ー テス トパ ネ ル ブ レ イ ク
ポイ ン トパDくBlパ ネ ル いこつ い て 1濃度デ ィ ス ク 法
くBlヨLセ ン シ デ ィ ス ク1と比 較 した ． 標準菌株に よ る再
現性 は M 工Cパ ネ ル ， Bエバ ネ ル とも 良好 な成績 が得ら
れ た ． 1濃度 デ ィ ス ク 法と の比 較で は ， M ICパ ネ ル は
S． a u re u sで8 8へ 1 0 0％ ， Ps． a e rugin o s aで 81 J V
9 8％ ， Blパ ネ ル は S． a u re u sで9 0r v 9 8％ ， Ps．
aerugino saで60へ ■96％の 一 致率 を示 し ， 不 一 致頻 度
の 高い 薬剤 で は判定基準の 違 い 及び ム コ イ ド株 ． 懸濁
しずら い 薗株で の 接種菌液の 不 均 一 性な どが 原因 と考
えら れ た ．
13． 細菌検査装置セ プタ ー シ ス テ ム の検 討
く同定検査 に つ い てI
O坂 本純子 ， 大門良男， 松田 正 毅
桜川信男く富山医薬大検査部1
坂本憲市 ， 小西 健 一 く同 細菌免疫学1
同定検査 ． 薬剤感受性 が ， 一 枚の パ ネ ル で 可能 なセ
プタ ー シ ス テ ム くBecto n Dickin s o n社Jに つ い て 臨床
分離株258株 を用 い て 同定検査 に お け る 信頼性 を検討
し た ． 従来法 と 比 較 し た 成績 で は ， 腸 内細菌科 は 9
9％ ， 非発酵菌群 は98％ ， グ ラ ム 陽性菌群 は92％ の 一
致率を示 した ． 不 一 致を 示 し た菌株に つ い て検 討 した
と こ ろ ， 腸内細菌科の S． m a r c e sc e n sl株で は リ ジ ン
脱炭酸 ， 非発酵菌群 の P． a e r ugin o sal 株で は セ トリ
ミド ， グ ラ ム 陽性菌群 の う ち S． epide r midis 3 株 ，
S． p yoge n e s3株は 反応 の 1 へ 2項目が 不 十分で あ っ
た と推定 され た ． 血液培養陽性の 検体 か ら直療同定を
試み た と こ ろ ， 検出され る機会の 多 い S． a u r e u s， E．
COli， A． a nitr atu s各 3株は ， い ずれ も 正 しく 同定 さ
れ た ． 今回 不 一 致を 示 し た菌株の中に は解析 に使 用 す
る コ ン ピ ュ ー タ ー の Data Ba s eが 完全で な い 点 も 考
えら れ
，
こ の 面 を改善す る こ と に よ り ， よ り高い 同定
確率 が期待さ れ る と と も に 臨床 へ の 有効 な利用 が で き
る と考 え られ た ．
14 ． パ ソ コ ン に よ る細菌 の 発育阻止 円計測ア ル ゴ リ ズ
ム の 検討
0福永寿晴 ， 早瀬 満 ， 寺畑 書朔
く金沢医大臨床病理I
山崎美智子 ． 池端 隆く同 中央臨床検査部I
亡目的コ パ ソ コ ン に よ り細菌 の 発育阻止 円 く以 下阻止
円1 を計測 す る た め の ア ル ゴ リ ズ ム に つ い て 検 討 し
た ．
r方法コ パ ソ コ ン に ビデ オ カ メ ラお よ び モ ニ タ ー テ レ
ビ を ビ デ オ処理 ボ ー ド を介し て接続 し， 直接照明 に て
1130 学
阻止円 を撮影す る シ ス テ ム を構築 し た ． 言語は C言語
を用 い た ．
計測 ア ル ゴ リ ズム ニ 11 カ メ ラ よ り阻止 円の 画像 を
メ モ リ ー 内に 取 り込 み ， シ ャ ー レ の 辺 緑等計測 に 直接
関係の な い と こ ろ を取 り除 く ． 21 細菌の 発育部 と阻
止円の コ ン ト ラ ス ト を高め る た め ダイ ナ ミ ッ ク レ ン ジ
ー 杯 に 画像を縦軸変換 し ， 次 に 局 所 ス ム ー ジ ン グ を
行 っ た ． 31 阻止 円の 計測 は デ ィ ス ク の 中心 よ り放射
状 に 濃度変化 を求 め ， 濃度変化が判定基準を越 えた 所
を阻止円直径 と し た ．
亡結果 ． 考察ユ ノ ギス に よ る 肉眼判定と の 比 較 で は ．
同 一 菌株 に お ける再現性は高い が ， 薬剤や 菌種 に よ り
結果に bia s が 生 じる こ と も あ り ， 適切な 判定基準 の
検討が必要 で ある ．
15． パ ソ コ ン を用い た薬剤感受性検査 の試 み
0 山崎美智子 ， 他端 隆
く金沢医大中央臨床検査部1
福永寿晴 ， 寺畑書朔く同 臨床病理1
薬剤感受性試験 に は 多く の施設 で デ ィ ス ク 法が 用 い
られ て い る が ， そ の判定は 肉眼で行わ れ て お り ， 個人
差 を なく す こ と は精度管理 上 重要 な問題であ る ．
今回 我々 は ， ビデ オ カメ ラ を用 い た パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タで の 薬剤感受性試験くディ ス ク 法ナ判定 シ ス
テ ム を開発 し ， 肉眼判定 と比較 ． 評価 し た ． そ の 結
果， 肉眼判定 に よ る個人 内の バ ラ ツ キ は 比較的小 さ い
が 個人 間 の バ ラ ツ キ は大 き く ， 無視 し えなtlと 思 わ れ
た ． パ ソ コ ン に よる判定は発育の よい 菌の 阻止 円の 直
径判定 で は 肉眼 判定よ り小 さ く ， 発育の 弱い 菌で は肉
眼判定よ り大 き な値 を示 す 傾向 に あ っ た ． ま た ， 境界
の明瞭で な い 薬剤 の 阻止 円の 直径判定 で は肉眼 判定よ
りか な り大き な値 を示 した が ． 再現性 の点 で は 肉眼判
定 よ りす ぐれ て い た ．
今後 ， 菌種 と 薬剤 の組 み合 わ せ に 応 じた基準 を設 け




0 高野 太慶司 ， 福島律子 ， 石 見為信
小西杢子 く国立金沢病院研究検査料1
百石 博 ， 荒谷克雄 ． 京谷征三
く国療富山病院研究検査料1
喀疲 の定量培養は1965 年に 長崎大 の松本 らが 検討 し
て 以来数多 くの 知見が報告 さ れ て い る ． 今 回我 々 は ，
喀疾の採取 ， 保存条件等の 基礎的検討及 び喀疾定量培
会
養 の臨床的意義 に つ い て 報告す る ． 仁方法コ 19 88年3
月 へ 1989 年 5月 に 国立金沢病院及 び国療富山病院で 採
取 さ れ た104例 の 膿性 の嗜癖 を検体 と し ， 渡 辺ら の方
法に 準 じて 定量培養 を行 っ た ． 亡結 果コ 0 うが い に よ
る 常在菌の減少は あ ま り 見ら れ な か っ た ． 珍保存条件
で は ， 嗜癖の 採取後直ち に培養 を行 え な い 時 は 4
0
C で
保存す る事 ． 命104例中 10ソml以 上分離 さ れ たも のは
71例 ， 8 7菌株 で あ り ， そ の 内訳は H．influ e nga e23株，
S． pn e u m o nia e1 8株 ， P． a e r ugin o s a1 6株 ， B．
c ata r rhalis 1 5株 ， S． a u r e u s6株 ， K ． pn eu m onia．
e 6株の 順で あ っ た ． 砂炎症細胞 と して の白血球数と
薗量 に 関連性 を 示 す 菌 は H， influ e nga e， S． pn e u m．
Onia e， B ． c ata rrhalis で あ り ． P． a erugino s a． S．
a u r e u s， K ． pn e u m o nia eで は 10
4
へ 108lml と幅広く分
布 し ， 白血球数と は 必ず しも 関連性 を示 さ なか っ た ．
17． 耳漏か らの 分離菌の動向
0 山形美津枝 ． 赤間美徳 ， 浦 田恵美子
深井謙吉 ， 高柳甲立
く富山市民病院中央研究検査勒
昭和58年 1月 か ら昭和63年 3月 ま で の 6年間に ， 当
院耳鼻科外来 よ り提出さ れ た耳漏 か ら の分離菌の動向
を調査 した ．
検 査依頼数は昭和61年か ら急増 し ， それ に 伴い 分離
薗種数も多く な っ た ． 年齢別 に み る と低年齢層の検体
提出が ふ えて お り ， 年々 複合菌分離が増 す傾向を示 し
てい た ． 分離菌の 内訳 を前半と後半の 3 年間ずつ に分
け て比 較 して みる と ， Staphylo 系の 占 め る 割合 はほ
ぼ 同 じであ るが ， S． a u r e u sが 減少 し CNS が増加して
い た ． また Gく－ I梓薗で は Achr o m oba cterの 分離が
多く な っ た ． 過去 3年間の単 一 分解菌 は S． a u re usが
最も 多く5 0． 1％， 次 に C N S 15．6％ で ， 複合菌の 場合
は Staphylo 系と の 組 み合わ せ が 全体 の80．6％を占め
て い た ． 昭和63年に 依頼 の あっ た26 7検体 の う ち 急性
中耳炎 は12 3例 で ， 65． 9％ が 未就学児 か ら の 提出で
あ っ た ． 検体提出が低年齢化 して い る こ と よ り ， 未就
学児 の 急性中耳炎が増加 して い る と 考 えら れ る ．
18． 当院 に お け る Legio n ella pn e u m ophila 初分離例
と そ の 環境分布状況
0 池端 隆く金沢医大中央臨床検査鮒
早瀬 満， 寺畑書朔く同 臨床病矧
北川駿介 ， 大谷信夫く同 呼吸器内椰
糖尿病 を有 す る 70歳男性 の 肺炎 例 の 喀疾 よ り
Legio n ella pn eu m ophila 血 清型 I を初 め て分離した．
本菌 は G N R， 極単毛 を有 し W Y O寒天 ， B．C Y E寒天
学培地で培章陽性 ， 血液 寒天 ， チ ョ コ レ ー ト寒天培地 で
培蓑陰性で チ ト ク ロ
ー ム ． オ キ シ ダ ー ゼ
，
カ タ ラ ー
ゼ
， ガ ー ラク タメ
ー ス は 弱陽性 ， ゼ ラチ ン 液化能， 馬尿
酸塩加水分解 は陽性 で D N A－D N A相同性 試験 で
Legio n ella pn eu m ophila と
一 致 し血 清型 別 で は L
pn e u m ophila 血 清塾 I であっ た ■
当院の 6 カ所の Co olingto w erの 冷却水を モ ル モ ッ
ト腹腔内接種法と Lo w pH 処 理 で L． pn e um Ophila
の分離を試み た と こ ろ モ ル モ ッ ト法 で は 5 カ所， Lo w
pH 処理 で は2 カ所 で培養陽性で あ っ た － ほ と ん どが
血清型工型であ っ た が 1 カ所で 血清型工型と同時に V
型が分離 され た ．
L． pn e u m ophila 分離例 は在郷軍人痛か否か は 断定
しえなか っ た が ， 我々 が調 べ えた 限 りで は北陸地方 で




19． H Bワ クチ ン接種 1 年後 の H Bs－ A b抗体価 の 推移
0園 田兼三 ， 土 居岸幸利， 百成富男
く金沢医大中央臨床検査部ン
早瀬 満 ， 寺畑 薯朔 く同 臨床病理ン
本学教職員を対象に 実施 され た H B ワ ク チ ン 3回
接種1年後の H Bs 抗体価検索を行 い 若干の 知見 を得
長ので報告す る ．
3回接種後 100工Uノl 以上 の426例 は ， 1 年後31 8例
く75％Iが高抗体価 を維持 して い た が ， 陰性化 は 5例認
められ た ． 3 回接種後 100王Uハ未満の 陽性8例中3例
は100工Uハ 以上 と な り ， 3 回接種後陰性 の 6例中 1例
は， 陽性化 を示 し抗体産生 の緩慢な例の 存在 が み られ
た． な お
，
100工Uハ 未満 の 陽性例中陰性化 は 1例 で
あっ た ． 4 回目接種は ． 3 回接種後 100工Uハ 未満 の 陽
性者と陰性者の う ち希望者151例 に 実施 し た と こ ろ ，
陰性例 の43％が
，
追加接種 に よ り陽性化 を示 し た ． 一
方 ， 一 度抗体が 陽性化 し ， その 後陰性化 した15例 に 追
加免疫 した と こ ろ ， 全例抗体価の 急速 な 上昇 が認 め ら
れた ． 無反 応者は ， 5 91例中33例く5．6％1認 め ら れ た ．
今後増加す る で あ ろ う 低抗体者 ， 陰性者 の 把撞 の た
め， 当面年1 回の 抗体価 チ ェ ッ ク を続 け る 予 定 で あ
る ．
20． IMx ア ナ ライ ザ ー に よ る SC Cの 測定
0 田 中健 一 く国療七 尾病院研究検査料I
三島武美 ， 小 西杢子 く国立金沢病院研究検査料1
帽 的jIM x ア ナ ライ ザ ー を用 い 血 中 S C Cの 測定 に
1131
つ い て検討 した ． 亡結果コ0 6濃度の標準液 よ り 作成
した標準曲線は常に 安定 した カ ー プ で あ っ た ． 砂0濃
度の標準液1 0回 測定よ り求め た 最 小検出感度 は 0．03
ngノml であ っ た ． 砂低 ， 中， 高濃度検体 に つ い て の 同
時再現性の 変動計数 は5．2％ ， 3．4％ ， 3．6％で あ り ， 日
差再現性の 変動計数 は4 ．2％， 5．8％， 2．5％ と 良好 で
あ っ た ． 命 4 濃度の 血清 の希釈試験 の直線性は良好 で
あっ た ． e低， 中， 高濃度の 検体 に標準液 を加 えた添
加 回収試験 の 回 収率 の平均 は93． 7％ ， 95． 9％ ， 100．4
％と良好で あ っ た ． 笹共存物質の影響 を調 べ た 結果．
ヘ モ グ ロ ビ ン 1 ．Ogノdl ビ リル ビ ン 20mgldl， イ ン トラ
リ ボ ス2．0％ま で 影響 は な か っ た ． 命ダイ ナ ポ ッ ト社
の S C Cリ ア ビ ー ズ 法と の相関計数 r ニ 0．995， 回 帰式
y ニ 1．03x ＋ 0．37と 艮好 で あ っ た ． 亡結論コ工M x ア ナ
ライ ザ ー に よ る S C C測定 は各試験 に お い て 良好 で あ
り ． RI A法に 代 わ り得 る精度 と感度 を持 つ 測定と考え
ら れ た ．
21． 抗ク ラミ ジア抗体 の Ig class 別測定の 意義
0浅香敏之 ， 小西 皇子 ， 福 島律子
中川志津子 ， 米村悦子
く国立金沢病院研究検査料I
ク ラ ミ ジ ア ． ト ラ コ マ チ ス の 血 中抗体 を 1gG と
王gA 別 に 測定 し ， その 意義 に つ い て検討 ．
仁方法ブ イ バ ザイ ム ク ラ ミ ジア A Gく明 治I を用 い ，
EIA法 に て測定 した ．
仁結果コ0 ク ラ ミ ジ ア疑感染者の 抗原陽性 は9． 9％
く159112451， IgG 抗体陽性 は37．2％く16143ン， IgA 抗体
陽性 は25．6％ く11ノ43H 卦抗原陽性1 3例 の 工gG 抗体 は
2048へ 128倍が 7例 ， 64倍 4例， 32倍2例 で ，1gA 抗体
は32倍 2例 ， 1 6倍 4例 ， 4倍 7例で あ っ た ． 母治療 に
伴 い 7例中の 5例 は1gG 抗体が速や か に 減少 し ， 2例
は 2 カ月余り は 減少 を示 さ ず， 早期治療は抗体 の陰性
化 を可能に す る が ， 1gG 抗体 は持続 す る症例も あ る ．
ゆ抗体の 年齢分布は16ノ ー 29歳 と70歳以 上 の 年齢層 に
ピ ー ク を認め ， 工gG 抗体 の 長期持続が 示唆さ れ た ． せ
梅反 陽性者の3 7．0％が 抗体陽性で あ り ， 梅毒 と の 混 合
感染が推測さ れ た ． せ卵巣膿瘍の44．4％ は抗原が 陽性
で あ り ， 抗体測定は術前診断 に 役立 つ もの と 考え ら れ
た ．
22． IF 法で 検出さ れ る抗核抗体の Patte rnと そ の 核成
分 に つ い て の 検 討
0石 田恵子 ． 横 山 茂 ， 二 俣 昭子
高岡幸子 ， 中川志津子 仁 小西 蜜子
く国立金沢病院研究検査料ナ
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1 F法 で 測定さ れ る A N Aの 染色像と そ の 核 成分 に
つ い て検討 ． 対象こ 当院受 診患者で自己免疫疾患が疑
わ れ た患者4 56検体 の 血 清 ． 結果 こ Q456検体の A N A
陽性 は ， 269例59．0％eA N A陰性の 18 7例 は 抗 D N A
陽性53例28．3％な ど36．4％ に 自 己 抗体 を検出e ANA
陰性抗 cyto 陽性は陰性例 に 比 べ 抗 EN A35．0％や 抗
D N A 40．0％で 陽性率が高いゆA N A陽性の269例 は ，
100例37．2％が 抗 E N A 99例36．8％が抗 D N A陽性 ，
tlずれ か の抗体検出率は55．4％く診A N A像 と E N A．
D N A二 Spe ckled 群 は 抗 E N A 3 7． 8％ で 優 位 ，
Diffu s eは59．2％， S hag g yは90．5％ ， Nu cleolar は
44． 4％ で D N A優位命S L E の経過 中 ， 急 激 な 抗
D N Aの 減少 に 伴 い ， ANA 像 は D N A優位型の S か
ら D そ して Sp 型 へ と変化 した ． のA N A陽性群中 ，
混在型も含め2 15例80％が Sp 型 ． Sp－ A N A価 は ， 抗
D N A． E N Aの 陽性率と関連 ， D N A価 と も相関 を も
つ ． ま と め こ A N A像と 核成分と の 関連性及 び A N A
価 と抗 D N A．E N A陽性率や D N A価 と の相関 を認 め
た ． 抗 cyto は自 己免疫 を示唆 す る 所見と考 えら れ た ．
生 理
座長 福永寿暗く金沢医科大学1
23． マ イ ク ロ 波ド ッ プ ラセ ン サ を用 い た大動脈脈波速
度の 非接触測定の試み
0浜田 敏彦 ， 福井寿 一 ， 黒 田満彦
く福井医大検査部1
三澤利博 ， 久津見恭典， 中井継彦
宮保 進く同 第 3内科1
亡目的コ マ イ ク ロ 波の 体表反射 を利用 した微小変位計
を用 い て ， 非接触 に て 大動脈脈波速度くP W Vナ の 測定
を試み ， 従来 の 方法 と 対比 し有 用 性 に つ い て 検討 し
た ．
亡対象 ． 方法コ各種疾患患者20名く平均年齢60．4歳1を
対象と した ． 使用 した マ イ ク ロ 波ド ッ プ ラ セ ン サ くf
ニ 10．525 G Hzl は 荒井 ， 鈴木 に よ る 二 位相信号法 を用
い ． 物棟 の 移動 に よ る 感度 の距離依存性 を除去 した も
ので あ る ． 2基の ア ン テ ナ を頸動脈 ， 股動脈の拍動部
よ り約 5c m の 距離 に 設置 し ， P W V を測定 し従来法と
対比 した ．
亡結果1 頸部 ， 鼠径 部 で 得 ら れ た マ イ ク ロ 波の 信 号
は ， 従来の 接触型 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ ー で 得 られ た 頚動
脈波， 股動脈波に 近似 し ， P W V値 も y こ 0 ． 96 2x ＋
0．347
，
r ニ 0．89 と良好 な 一 致 を示 した
24． 酸 素消費量測定時に お け る体位 く立体 ， 座位 ， 臥
位1 の影響 に つ い て
． ム ．
ユニ
0 奥田忠行 ， 角田 美鈴 ， 山地裕子
松 田正 毅 ， 小熊 豊 ， 桜川信男
く富山医薬大検査恥
大野直子 ， 宮城匡子 く同 第2内科
亡目的コ エ ル ゴ メ ー タ ー 負荷 の 体位く臥位 ， 座位 ， 立
位I の 影響に つ い て 酸素摂取 量くV．d な ど を 指標と し
て 検討 した ．
仁対象及 び方法コ健康成人男子 5 名を対象と し ， エ ル
ゴ メ ー タ ー 負荷時各体位の安静時及 び 運動負荷時の 運
動負荷時間
，
運動負荷量 ， 心 拍数 ， 酸素摂取量くVod，
炭酸 ガ ス 排泄 量くVc oカ， 分時換気量くV Eン， 呼吸商く即
な どを測定 した ． な お ， 運動負荷時間 は無負荷3 分も
加 え て 8 － 15分で終 了す る 1分間漸増負荷 と した ．
亡結果コ 1う 自覚的最大負荷時 の運動負荷時間， 運動
負荷量 ． 心 拍数 ， Vo 2， Vco 2， R で は臥位 ， 座位， 立位
の 順 に 高値 を示 し
，
さ ら に各 々 で 有位差くpく0，0引 が
認め られ た ． また ， 立 位 を100％ とす る と臥 位85％， 座
位95％で あ っ た ． しか し ， VEで は 座位と 立 位で は羞は
み られ なか っ た ． 2う 各々 の 体位 に お ける漕ぎやすさ
を自覚的 に み る と臥位 ， 座位 ， 立位の 順に 漕ぎやすく
い の結果 を裏ずけ た ．
25． 気道抵抗測定値 と呼吸流量お よ び呼吸数の関係
0 中村正 人 ， 内山充司
く金沢医大中央棟床検査抑
福永寿晴 ， 寺畑喜朔く同 臨床病勒
桜川 滋 ， 大谷 信夫く同 呼吸器内科
亡目的コ 今 回我 々 は呼吸周波数 に よ る Ra w の 増加
が ， 呼吸数 に 依存す るの か呼吸 流量 に 依存す る の か に
つ い て 検討 し た ．
E装置コ 圧補償流量積分型 body plethythm ogr aph装
置 B X－82くミ ナ ト社製1 を用 い た ．
仁方法 ． 結果コ0 呼吸数 の 影 響 こ 健常者10例 で 呼吸流
量 を 1 ， 2 んノs ec と 一 定 に し て も ら い 呼 吸 数を
20－ 100br e athlmin と 5br e athl min 毎 に 変 え て
Raw を測定 した と こ ろ ． ほ と ん ど変化 し なか っ た ． e
呼吸 流量 の影響 こ 健常者18例く男 8例 ， 女10例1で， 被
検者 に 呼吸数 を 60 bre athJImin と 一 定 に し ても ら い ．
Pe ak－flo w を 1 － 4んノs e c位の 間ま で で任 意に 変 えた
と き の Ra w を そ れ ぞ れ10 回測定 し た 結果 ． Pe ak■
flo w の 増加 に 伴い Ra w の値 は著明 に 増加 し た ．
た ， 呼吸流量 と Ra w 関の傾 き は ， T L C， V C， F R C
と 良 い 相関 を示 した ．
亡結論 ． 考察コ 0呼吸周波数の 増加 に よ る Ra w 債の
増加 は ， 呼吸数 よ り も む し ろ呼 吸 流量 に 強く 影響さ
れ ， Ra w 値 の評価 に は 呼吸流量 を考慮 す る 必要が あ
1133
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26． 全 自動血 液 ガ ス 電解質測定装置
N OV A S T A T P RO FI LE 5の 有用性
0 有江昌美く金沢医大中央臨床検査部ン
福永寿晴 ， 寺畑書朔く同 臨床病理ン
E 目的コ全自動 血 液 ガ ス 電 解質測 定装置 S T A T
pro
，file 5くN O V A社掛 の 有用性 に つ い て検討 した ．
仁方法 と成績コ 1 ． 精 度 管 理 用 標準物質 N O V A
S TA T Pr o－file Co ntr ol を用 い ， 同時再現性 ， 日内変
乱 日差変動つ い て検討 した ． 装置 の導入 直後 の 為 ，
日差変動は期待値 を外れ る項目も多少 あ っ たが ， 同時
再現性 ， 日 内変動 は高 い 再現 性が得 られ た ．
2 ． 患者検体く全血及 び血清Iを用 い ， pH ， P C O2，
P O2 は IL 1303型 ． Hgb は I L 282型 ， Ca
2＋
は
N O V Ar7 型，Na ， K ， Cl， Glu c o s eは S M A C，
Os m olalityくOs mlは O S M．21型と比 較 し た ． Os m を
除く 9項目 で は有意 の 相関関係が得 られ た ． Os m は
BロN 値で補正 し た と き有意の相関関係が得 られ た ．
亡考察お よ び結論コ 本装置 は ， 9項目 を短時間 で簡単
に同時測定で き る ． ま た ， 保守， 管 理 も容易 で あ り ．
緊急検査等で の使用 に は有用 で ある と思 われ る ．
病理
座長 野々村昭孝く金沢大学1
27． 乳腺疾患良悪性鑑別 に お ける レ ク チ ン組織化学検
査の有用性 の検討
0 前川 秀樹 ， 森 正 樹 ， 三 宅敏彦
黒 田満彦く福井医大検査部1
乳腺腫瘍の 良悪 性 の 鑑別 は ， 通常 の H E染色 の み で
は困難 な場合が あ る ． 甲状腺腫瘍に つ い て は ， 悪 性腫
瘍細胞 と の み 反 応 す る レ ク チ ン くU E A－1， M P A，
S T AIが 知ら れ て い る ． そ こ で 今回 ， 乳腺腰瘍 の 良悪
性の鑑別 に ， こ れ ら レ ク チ ン を用 い て組織化学検査 を
行い
，
その 有用性 に つ い て検討 した ．
症例 は
，
乳管痛 4 例 ， 線維腺腫6例 ， 乳腺症 9例で
通常の ホ ル マ リ ン 固定 パ ラ フ ィ ン包 埋標本 を用 い た ．
レク チ ン は ， ビ オ チ ン 標識 レ ク チ ン を使用 し A B C法
によ る組織化学染色 を行 っ た ．
U E A－1 ， M P Aに よる 染色は ， い ずれ の 症例 に お い
ても同様に 陽性所見が見 られ ， 乳腺腫 瘍 の 良悪 性の 鑑
別診断に は 利用 で き な い と思 わ れ た ． 一 方 ， S T Aに
つ い て は ， 線推腺歴 と乳腺症の 全例 に 陽性所見が見ら
れたが ， 乳管癌 2例 に つ い て は 陰性 で あ っ た ． S T A
に つ い ては
， 更に 症例 を増 し検討を加 え て い く必 要が
ある と思わ れ た ．
28． 免疫染色 に よ る骨髄腫瘍の 鑑別
－ ホ ル マ リ ン 固定 パ ラ フ ィ ン 包埋 切片 に お ける
検索 －
0 森 正樹 ， 前川秀樹， 三 宅敏彦
黒 田満彦く福井医大検査部1
局所 に 浸潤 ， 腰痛形成 を呈 した骨髄系腫瘍 は ， 時 に
リ ン パ 腫 との 鑑別が問題 とな り， これ まで は酵素組織
化学的に エ ス テ ラ ー ゼ染色 を行い 骨髄系腫瘍 の 鑑別が
行わ れ てき た ． 今回 ， 免疫組織学的に 骨髄系腫瘍 と リ
ン パ 腫 との 鑑別が どの 程度可能で あ るか 検討 し た の で
報告する ． 症例 は A M Lの骨髄組織12例 ， A M Lの リ
ン パ 節浸潤組織1例 と皮膚浸潤組織 1例 ， 及 び乳腺 と
皮膚の緑色腰各1例 ， ま た び まん性 リ ン パ 腫11例 を対
照に と っ た ． 使用 した抗体 は L C A， M Tl， U C H Ll と
抗 エ ラ ス タ ー ゼ 抗体 N P57 を使 用 した ． 免疫染色 は
B－S A法 で 行 っ た ． A M L腫 瘍細胞 は L C Aく－1，
M T．く＋1， U C H Llく－J で あ っ たが ， 例外的 に L C A
は緑色腫 に お い て 陽性 を 示 す 場合が あ る ． 抗 エ ラ ス
タ ー ゼ抗体 N P57 は骨髄系腫瘍細胞 に反 応 を示 し リ
ン パ 系腫瘍細胞 に は反 応 を示 さ な い こと か ら骨髄系細
胞の マ ー カ ー と して 十分可能と考え られ る ．
29． 脱色標本 に お け る再染色 に つ い て
0南 博支 ， 川畑圭子 ， 富 田小夜子




HE 染色の 他 ， 各種特染が 用 い られ
る ． 組織ブ ロ ッ クが 失わ れ た場合 ， 残され た H豆標本
な ど で ， 特染も 含め ， 再染色が 可能か 否か検討 した ．
過去の 腎及 び肝生検 の H Eと P A Sの 標本の 脱色 を行
い
，
各種再染色 を行 っ た ． 過 マ ン ガ ン 酸 K一極酸法
くA法1及 び塩酸ア ル コ ー ル 法 くB 法1 の 脱色法 を検
討 ． 更に 再染色 した も の を脱色し ， 再々 染色 も検討 し
た ． H Eの 脱 色は A法が ， P A Sで は B法が良好 ． アザ
ン
，
鍍銀 ， エ ラ ワ ン 等 で は ， こ の 二 法 で 脱 色 さ れ な
か っ た ． HE 及 び P A Sか ら の 脱色後の 再染色 で は ，
20年 前の も の ま で ， 腎 の P A S再染色 に 難点が あ る
他 ， す べ て 良好 で あ っ た ． H Eか ら P AS 再染色 ，
P A Sか ら 新た な P A S再染色で は ， 一 年以 内の も の が
良好で あ っ たが
，
それ 以 後の も の で は 不 安定 で あ っ
た ． 各種再染色標本か ら の 再 々 染色で は ， 脱 色の 関係
から ， H Eと P A Sか ら の も の だ け可能で あ っ た ． し
か し古 い P A S で は難点が あ っ た ．
30． 病理室 に お け る汎用 デ ー タ ベ ー ス ソ フ トを 用 い た
事務業務 の 効率化及 び組織標本管理 に つ い て の 一
1134 学
工 夫
0尾崎 聡 ， 川畑圭 子 ， 宮 田小 夜子
川中 剛 ， 南 博支， 渡辺 麒七 郎
く国立金沢病院研究検査料I
当院病理検査室で は 6年前よ り トライ ブ ラ リ
ー J と
称 した組織標本の保管 を行 い ， 症例の 参照に 役立て て
きた ． また ， 本年度よ り パ ソ コ ン を用 い て の病 理検査
室 に お ける事務業務の 効率化 を行 っ た の で 併せ て 報告
した ．
亡ライ ブラ リ ー コ 悪性腫瘍例や そ の他 の興味 あ る症例
に つ い て ． 1症例 ごと に 組織標本 ， レ ポ ー ト等 を特製
の小 マ ッ ペ に 入れ ， 1セ ッ トに ま と め た も の を保管 し
て い る ． こ れ を年度別に 保管 して い く こ と で 参照時 の
取り 出しや再保管の簡便化 に 役立て て い る ．
亡事務業務の効率化コ 組織標本 ラ ベ ル を ， プ リ ン タ ー
で 印刷 させ る た め ， 市販 の 汎用 デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト
くr桐J ． 管理 工学研究所ナ を使用 して 受付台帳 をデ ー
タ ベ ー ス 化 した ． さ ら に
，
ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ タ ラ
ム を作成 し ， 台帳入 力， ライ ブ ラ リ ー デ ー タ入 力 ， プ
レ パ ラ ー ト ラ ベ ル と ブ ロ ッ ク ラ ベ ル の 印刷 ， 検査数の
集計作業， デ ー タ検索， デ ー タ の バ ッ ク ア ッ プ等 をメ
ニ ュ ー 化 して ， 使い や す い も の に した ．
31 ． 高度の脂肪沈着 を伴 っ た肝 細胞癌の 一 切除例
0 野 々 村昭孝 ， 水上 勇治 ， 松 原藤継
く金沢大病院病理部1
大山繁和 ， 清水康 一 ， 泉 長平
く同 第 2外科1
松井 修 く同 放射線科ン
鵜浦雅志く同 第1内科1
小肝細胞癌 で脂肪沈着の 見 ら れ る こ と が報告 さ れ て
い るが ， 貴近経験 した ごく 強度の脂肪沈着を伴 っ た肝
細胞癌の 1例 を報告す る ． 症例 は67歳 ， 主婦 ， 生来健
康で あ っ た が ， 健康診断で貧血 を指摘さ れ ， そ の検査
で H Bs 抗原陽性と わ か り念 の 為 に 行 わ れ た肝臓の 検
査で肝臓の 腫瘍 を発見 ． 紹介入 院 し た ． 検査 成績 で は
H Bs 抗原陽性 の他著変 な し． U C G で S lに high
e choic m a ssが あ り ， 血管造影 で同部 に ne o v a sc ul．
a riz atio nく＋1 で肝細胞痛が推察さ れ 手術 ． 切 除模本
で は
，
周囲と の 境界明瞭 な約 2，4X2．Oc m 大 の腫乱
費白色 ， 柔 ら か い ． 組織 像で は腰痛内に は鍍鎖線維の
著明な減少があ り胆管 を認め な い ． 殆 どの 腫瘍細胞に
は大滴状の脂肪変性が あ り ， 脂肪細胞 と の鑑別を要す
が ， 腫瘍辺 緑部で非腫瘍部と接す る部 に 脂肪沈着のな
い 肝細胞類似 の異型腫瘍細胞 を認め肝細胞癌 と診断し
た ． 背景 の肝 は非特異性反応性肝炎の像であり ， 活動
性肝炎や肝硬変 は認 め な か っ た ． 術後経過 は良好であ
る ．
32． 膵癌細胞の分化多様性 と組織診断
0 高柳申立 ， 島崎栄 一
く富 山市民病院中央研究検査掛
野 々村昭孝く金沢大病院病理勒
近年 ， 電顕や 免疫組織化学の 日 常病 理検査 へ の 導入
が 進 む と と も に腫瘍 の分化や機能的背景 に 立脚 した診
断が大 き く展開 した ．
今 回 ， 78歳女性 の膵癌症例 を中心 に 膵癌細胞の分化
の 多様性 を検討 した ． 膵 鈎 部 に 原発 した 8x4X4c m
の 腫瘍 で ， 心 ， 肝 ， 腹膜 に転移 を見た が ， 組織像上 ，
胞体 の 豊か な 円形核細胞 が充実性 句 腺様 の 胞巣を つ
く っ て密 に 増生 し ， P AS 染色な どと 併 せ 腺房細胞癌
を推定 した ． しか し Grim eliu s染色強陽性 で ， 酵素抗
体法 に て Chr o m ogr anin A ， N S E， Se r oto nin など強
陽性 ， さ ら に a l－Antitry psin ， Ke r atin な ども陽性を
呈 し ， 電顕 で は 150旬 300nm の 神経 内分泌顆粒 と
600へ 1800n m の Zym ogen顆粒が 同 一 細胞 に共存する
像 が 目立 ち ， Acin a r endo c rin e c ellc a rcin o m aの診断
を得 た ． 膵癌 の ほ と ん どは膵管由来であ るが ， 本例は
内 ． 外両分泌活性を持つ 特殊 な癌 で ． 他の Du ctislet
c elltu m o r症 例と も 対比 しな が ら癌 の 組織発生と分化
能 に つ き 考察 を加 えた ，
